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真剣な表情で木札を取り合う選手たち。会場となったカルチャープラザ
「Eki」を訪れた保護者は固

か た ず

唾をのんで真剣勝負を見守っていました。

全町子どもかるた大会



　

成
人
式
実
行
委
員
長
へ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
　
新
成
人
を
迎
え
た
今
の
心
境
は

　

た
く
さ
ん
の
方
々
か
ら
お
祝
い
の
言
葉
を

い
た
だ
き
、
う
れ
し
く
思
う
と
同
時
に
成
人

と
し
て
心
引
き
締
ま
る
思
い
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。

　
　

友
人
と
再
会
し
た
感
想

　

高
校
を
卒
業
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
に
進

ん
で
い
ま
す
が
、
何
よ
り
元
気
そ
う
で
良

か
っ
た
で
す
。

　
　

こ
れ
か
ら
の
目
標

　

最
後
の
学
生
生
活
な
の
で
、
し
っ
か
り
と

勉
学
に
励
み
、
自
分
が
納
得
の
い
く
よ
う
な

就
職
が
し
た
い
で
す
。

　
　

成
人
式
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
同
期
へ

　

成
人
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え
、
社
会

の
一
員
と
し
て
の
責
任
と
自
覚
を
持
ち
、
共

に
成
長
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

　
　

後
輩
の
皆
さ
ん
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

皆
さ
ん
に
は
無
限
の
可
能
性
が
あ
る
と
思

う
の
で
、
何
事
に
も
恐
れ
ず
、
夢
に
向
か
っ

て
突
き
進
ん
で
く
だ
さ
い
！

平
成
29
年
成
人
式
実
行
委
員
会

実
行
委
員
長　
　

長
尾　

美
波
さ
ん　
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大
人
と
し
て
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す　

平
成
29
年
の
栗
山
町
成
人
式
が
１
月
８

日
に
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
E
k
i
」

で
行
わ
れ
、
艶
や
か
な
晴
れ
着
や
ス
ー
ツ
に

身
を
包
ん
だ
新
成
人
95
人
が
大
人
と
し
て
の

第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
椿
原
紀
昭
町
長
は
「
成
人
と
し
て

の
自
覚
を
持
ち
、
自
ら
の
判
断
と
責
任
に
お

い
て
行
動
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
新
成
人

を
激
励
。
新
成
人
代
表
の
渡
邉
愁し

ゅ
う
と斗
さ
ん
と

工
藤
美み

ゆ侑
さ
ん
は
「
こ
れ
ま
で
私
た
ち
を
育

て
て
い
た
だ
い
た
方
々
に
感
謝
し
、
命
の
大

切
さ
を
忘
れ
ず
、『
ふ
る
さ
と
は
栗
山
で
す
』

と
胸
を
張
っ
て
言
え
る
大
人
に
な
り
ま
す
」

と
力
強
く
宣
言
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
式
に
続
き
行
わ
れ
た
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
で
は
、
成
人
式
実
行
委
員
会
が
中
心

と
な
っ
て
企
画
し
た
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
を
上

映
。
小
中
学
校
時
代
の
担
任
の
先
生
が
ス
ク

リ
ー
ン
に
登
場
し
、
当
時
の
思
い
出
や
新
成

人
に
贈
る
言
葉
な
ど
が
映
し
出
さ
れ
、
会
場

か
ら
は
大
き
な
歓
声
が
起
こ
り
ま
し
た
。

新しい自分に！
20 歳の誓い
大人のスタートを切った新
成人。新たな気持ちで迎え
た実行委員の皆さんに輝く
将来の夢を一言で表しても
らいました。

会場ではライブ中継も

日本を支えれるような
人間になります !!

落ち着きのある大人な
女性になりたいです。

栗
山
町
成
人
式
　

祝
成
人

未
来
の
私
へ
二
十
歳
の
誓
い
　

誰 か ら も 尊 敬 さ れ る
BIG な男になります。

渡邉　愁
し ゅ う と

斗さん

やりがいのある仕事に
就きたいです。

臨床工学技士になって
日本の医療を支えます。

子どもが好きなので保
育士になりたいです。

病気と向き合える看護
師になりたいです。

工藤　美
み ゆ

侑さん河田　涼
り ょ う が

雅さん中村　友
ゆ か

香さん田村　要
かなめ

さん三田　佳
か な え

苗さん寺田　岳
た け と

人さん



□所得税の確定申告を必要としない方で給与・事業・
不動産などの収入がある方（給与のみで年末調整済
みの方を除く）

□国民健康保険に加入している方
※収入のない方、または少ない方でも国民健康保険税

の低所得者に対する軽減措置は、申告がなければ対
象になりません。

□事業を営む方で、所得金額が所得控除の合計額より
も多い方

□給与所得者で、給与所得や退職所得以外の所得合計
が 20 万円を超える方

□給与を 2 カ所以上から受け、年末調整をされなかっ
た給与の収入額と、給与所得や退職所得以外の所得
合計が 20 万円を超える方

□年金受給者で源泉徴収税を納付している方
※公的年金などの収入金額が 400 万円以下で、かつ、

公的年金などに係る雑所得以外の所得金額が 20 万
円以下である場合には、申告は必要ありません。
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申告相談日
●平　日

●休　日

●出　張

月　日 時　間 場　所
2 月 26 日㈰

8：30 ～ 12：00 役場（1 階）税務課⑧番窓口
3 月   5 日㈰ ☎ 73-7505

月　日 時　間 場　所
3 月 1 日㈬ 9：00 ～ 12：00 南部公民館　☎ 75-2111
3 月 2 日㈭ 13：00 ～ 15：00 農村環境改善センター　☎ 72-6040

月　日 時　間 場　所
  　2 月 16 日㈭～ 8：30 ～ 12：00 役場（1 階）税務課⑧番窓口
  　3 月 15 日㈬の平日 13：00 ～ 17：15 ☎ 73-7505

※ 3 月 1 日と 2 日は、出張申告相談のため、役場税務課窓口職員が少なく非常に混雑します。
※事業所得、不動産所得、譲渡所得のある方は、岩見沢税務署でのご相談をお勧めします。

時間に余裕をもってお越しください

申告で用意するもの03

町道民税の申告が必要な方02

所得税の確定申告が必要な方01

所得税の確定申告、町道民税の申告の時期が近づいてきました。
期日までに、正しく忘れず申告しましょう。

【税に関する相談・問い合わせ】
岩見沢税務署　　　　　☎ 0126-22-0810
町税務課課税グループ　☎ 73-7505

申告期間

2/16㈭
3/15㈬

お早めに！忘れずに！

税の申告
ホームページを
　　　　ご活用ください
　国税庁ホームページ「確定申告書等作
成 コ ー ナ ー」（https://www.keisan.nta.go.jp/
h27/ta_top.htm）では、画面の案内に従って
金額などを入力するだけで、税額が自動計
算され確定申告書を自宅で簡単に作成する
ことができます。（広報くりやま 1 月号の折
込チラシを参照）

□印鑑（認め印可、シャチハタ不可）
□マイナンバーがわかるもの
　 マイナンバーカード（個人番号カード）をお持ちの方
　○マイナンバーカード
　○マイナンバーカードのコピー（両面）
　 マイナンバーカード（個人番号カード）をお持ちでない方
　○マイナンバーを確認できる書類（通知カード、マ
　　イナンバーの記載がある住民票の写し）
　○身元確認書類（運転免許証、パスポート、保険証
　　などのうち１つ）
　○マイナンバーを確認できる書類、身分確認書類の
　　コピー１部ずつ
□収入の分かる書類（給与・年金のある方は、源泉徴

収票）
□税務署から申告書を送付された方は、その申告書
□所得控除を受ける方は、次の書類
＜医療費控除＞
　支払った医療費の領収書、保険などで補てんされる

金額のわかるもの、医療費の明細書（事前に作成。
用紙は税務課に備え置き）

＜社会保険料控除＞
　社会保険任意継続保険料、国民年金保険料（控除証

明書の添付が必要）、国民健康保険税、介護保険料、
後期高齢者医療保険料などの領収書または証明書

＜生命保険料、地震保険料＞
　各種控除証明書
＜住宅借入金等特別控除＞
　登記全部事項証明書、住民票の写し、売買契約書ま

たは請負契約書、住宅取得資金に係る借入金の年末
残高等証明書

＜障がい者控除＞
　障がい者手帳、療育手帳、障がい者控除対象者認定

書などの確認ができるもの
※介護保険の要介護認定（要支援は除く）を受けてい

る 65 歳以上の方は、障がい者手帳などの交付を受
けていない場合でも、「障がい者控除対象者認定書」
の交付により、障がい者控除の対象になります。

□本人名義の銀行などの口座番号がわかるもの（税金
が還付になる方）

マイナンバーの

　記載が必要です

　今回の申告から、マイナ
ンバーの記載が必要になり
ました。



　

出
初
式
表
彰
者

北
海
道
知
事
表
彰　

■
永
年
勤
労
章
（
勤
続
30
年
）

　

第
３
分
団
班
長　
　
　
　
　

八
手　

健
治

■
表
彰
状
（
勤
続
10
年
）

　

第
２
分
団
団
員　
　
　
　
　

瀧
澤　

茂
和

　

第
３
分
団
団
員　
　
　
　
　

不
破　
　

潤

　

第
３
分
団
団
員　
　
　
　
　

清
水　

哲
矢

　

第
３
分
団
団
員　
　
　
　
　

小
川　

貴
臣

　

第
３
分
団
団
員　
　
　
　
　

富
樫　

真
由

　

第
３
分
団
団
員　
　
　
　
　

猪
熊　

政
信

　

第
３
分
団
団
員　
　
　
　
　

國
岡　

晃
平

北
海
道
消
防
協
会
長
表
彰

■
功
績
章

　

第
３
分
団
分
団
長　
　
　
　

伊
藤　

三
也

　

第
３
分
団
部
長　
　
　
　
　

松
本　

俊
一

■
勤
続
章
（
勤
続
10
年
）

　

第
２
分
団
団
員　
　
　
　
　

瀧
澤　

茂
和

　

第
２
分
団
団
員　
　
　
　
　

蛇
谷　

慎
也

　

第
３
分
団
団
員　
　
　
　
　

猪
熊　

政
信

　

新
春
恒
例
の
栗
山
消
防
団
出
初
式
が
１
月

６
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
、
栗
山
駅
前
通
り
商
店
街
な
ど

町
内
９
カ
所
で
、
同
団
第
１
分
団
に
よ
る
は

し
ご
を
使
っ
た
登と

て
い梯
を
披
露
。
法
被
姿
の
団

員
が
高
さ
約
６
メ
ー
ト
ル
の
は
し
ご
に
登

り
、
威
勢
の
良
い
掛
け
声
と
と
も
に
倒
立
や

両
手
足
を
広
げ
る
妙
技
を
次
々
に
披
露
し
、

集
ま
っ
た
町
民
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ

ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
消
防
車
両
や
消
防
団
員
ら

約
１
０
０
人
が
駅
前
通
り
を
行
進
。
続
く
式

典
で
は
、
北
海
道
知
事
表
彰
な
ど
述
べ
29
人

が
表
彰
さ
れ
た
後
、
永
田
英
隆
団
長
は
「
近

年
は
災
害
が
複
雑
多
様
化
し
、
予
測
が
困
難

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
火
災
予
防
に
重
点

を
置
き
つ
つ
、
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
や

防
災
体
制
の
充
実
強
化
を
図
り
、
災
害
の
な

い
穏
や
か
な
年
に
な
る
よ
う
願
っ
て
い
ま

す
」
と
話
し
ま
し
た
。 

　

第
３
分
団
団
員　
　
　
　
　

國
岡　

晃
平

　

第
３
分
団
団
員　
　
　
　
　

岡
村　

貴
義

北
海
道
消
防
協
会
空
知
地
方
支
部
長
表
彰

■
功
績
章

　

第
３
分
団
分
団
長　
　
　
　

伊
藤　

三
也

■
勤
続
章
（
勤
続
25
年
）

　

第
２
分
団
班
長　
　
　
　
　

橋
元　
　

治

■
勤
続
章
（
勤
続
15
年
）

　

第
１
分
団
団
員　
　
　
　
　

村
上　
　

渉

　

第
３
分
団
団
員　
　
　
　
　

飯
尾　

隆
亮

　

第
３
分
団
団
員　
　
　
　
　

大
西　

剛
史

　

第
３
分
団
団
員　
　
　
　
　

川
崎　

太
樹

■
勤
続
章
（
勤
続
５
年
）

　

第
１
分
団
団
員　
　
　
　
　

猪
股　

慎
吾

　

第
１
分
団
団
員　
　
　
　
　

廣
瀬　

勝
憲

　

第
２
分
団
団
員　
　
　
　
　

廣
岡　

裕
樹

　

第
２
分
団
団
員　
　
　
　
　

正
井　

博
美

　

第
２
分
団
団
員　
　
　
　
　

水
上　

雄
亮

　

第
３
分
団
団
員　
　
　
　
　

宮
本　
　

準

　

第
３
分
団
団
員　
　
　
　
　

岩
崎　

翔
弥

　

第
３
分
団
団
員　
　
　
　
　

大
野　

浩
司

栗
山
消
防
団

出
初
式

■
申
込
期
限

　

2
月
17
日
㈮

■
申
込
方
法

「
栗
山
町
広
告
掲
載
申
込
書
」に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
広
告
の
イ
メ
ー
ジ
図
を
添

え
て
申
込
先
に
直
接
持
参
、ま
た
は
郵
送
、

メ
ー
ル
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
提
出

※
申
込
書
は
町
経
営
企
画
課（
役
場
２
階
）で

の
受
け
取
り
、
ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
】

　

http://w
w

w
.tow

n.kuriyam
a.hokkaido.

　

jp/docs/2017011100030/

■
留
意
事
項

①
町
広
告
掲
載
要
綱
・
町
広
告
掲
載
基
準
に

規
定
さ
れ
て
い
る
「
広
告
媒
体
と
し
て
不

適
当
な
広
告
」は
掲
載
不
可

②
広
告
原
稿
は
申
込
者
各
自
で
作
成
の
上
、

提
出
。
作
成
お
よ
び
提
出
方
法
は
申
し
込

み
後
に
連
絡

■
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

町
経
営
企
画
課
行
政
経
営
グ
ル
ー
プ　

　

☎
�
７
５
０
３　

℻
�
３
１
７
９

　

Ｅ
メ
ー
ル

　

gyouseikeiei-g@
tow

n.kuriyam
a.

　

hokkaido.jp

規　格 Ａ 4 版（2 色刷り）
約 30 ページ構成

発行部数 6,500 部

使用期間 平成 29 年 5 月～

使用内容 町内全戸配布ほか、
公共施設に備え置き

広告規格
（mm）

第 1 種　縦 52 ×横 85
第 2 種　縦 52 ×横 175

募集枠数 第 1 種の枠でおおむね 8 枠
※募集を超える場合は抽選です。

掲載位置 冊子裏表紙を予定

印刷色 カラー

広告料 第 1 種　15,000 円
第 2 種　30,000 円
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ま
ち
の
予
算
書
で
Ｐ
Ｒ
を
！　
　

企
業
広
告
を
募
集

平成 29 年度住民向け
まちの予算説明書（仮称）

ご協力を！
消火栓・防火水槽の除雪

【問い合わせ】
　南空知消防組合消防署
　☎ 72-0150

□湿った雪や固まった雪などは大変重くなって
いるので、足や腰を痛めないように無理はし
ないこと

□車や歩行者に十分気をつけること

＜注意事項＞

ご注意を！
火災が多発しています

　日ごろより住宅近くの消火栓・防火水槽の除雪
を行っていただいている町民の皆さんに心から感
謝申し上げます。
　消火栓・防火水槽が雪に埋もれた状態で火災が
起きると、消防隊到着後の活動が消火栓・防火水
槽の掘り起こしからとなり、放水活動に遅れが生
じます。
　消防署では、積雪時に除雪作業を行いますが、
大雪の場合は除雪作業が遅れることもありますの
で、皆さんのご理解とご協力をお願いします。

　昨年 12 月 22 日、新潟県糸魚川市のラーメン
店で鍋の空だきにより出火した火災は、折からの
乾燥した強風にあおられ商店街や住宅 144 棟が
焼損する大火災となりました。
　また、昨年末から全国各地、道内でも毎日のよ
うに死亡火災が報道されています。
　火災を出さないよう、以下の点に気をつけま
しょう。

□石油ストーブの火を付けたまま、カートリッ
ジタンクを取り出し、給油をしないこと

□灯油とガソリンを間違えて給油しないよう、
十分確認すること

□ストーブの近くに布団、衣類など燃えやすい
ものを掛けないこと

□ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず
火を消すこと

□寝たばこは絶対にしないこと

＜注意事項＞

※広告掲載事業は、町の資産を広告媒体として有
効活用し、民間事業者などとの協働により町の
新たな財源を確保するとともに、町民サービス
の向上や地域経済の活性化を図ることを目的と
して平成 19 年度から取り組んでいます。
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町史編さん室に保管され資料と
して活用されている町内各地域
の「部落史」の数々

　

地
域
限
定
の
資
料
を
、
町
民
が
共
有
で

き
る
よ
う
に
す
る
企
画
が
今
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
栗
山
町
に
は
20
冊
以
上
の
「
部

落
史
」
が
あ
り
、
地
域
の
歩
み
を
確
か
に

次
世
代
に
伝
え
よ
う
と
意
欲
的
に
綴
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
古
い
写
真
、
学
校
の

記
念
誌
、
統
計
書
類
も
残
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
に
な
っ
て
か
ら
多
く
の
市
町
村
で

開
拓
１
０
０
年
の
記
念
史
・
誌
を
発
行
し
、

そ
れ
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
し
て「
部
落
史
」

が
編
さ
ん
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
栗
山

町
の
部
落
史
は
、
豊
富
な
資
料
と
筆
の
立

つ
人
の
努
力
に
よ
っ
て
確
か
な
資
料
に
基

づ
く
、
多
面
的
な
地
域
の
歩
み
を
記
念
史

の
中
に
納
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
尊
い
仕
事
に
携
わ
っ
た
人
た
ち
が

次
の
世
代
に
語
り
継
ぐ
よ
う
に「
部
落
史
」

な
ど
を
使
っ
て
定
期
的
に
働
き
か
け
、
地

域
限
定
の
資
料
を
町
民
全
体
の
財
産
と
し

て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
「
あ
な
た
の
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
は
ど

ん
な
と
こ
ろ
で
す
か
」
と
旅
の
人
に
聞
か

れ
て
、
そ
の
特
徴
を
す
ぐ
に
語
れ
る
よ
う

に
指
導
を
し
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

　

小
中
学
生
、
そ
し
て
若
い
人
た
ち
は
、

車
で
通
り
過
ぎ
る
地
域
は
、
見
て
い
て

も
、
歩
い
て
地
域
の
実
態
を
見
る
こ
と
は

意
外
と
少
な
い
と
思
い
ま
す
。
自
分
の
足

で
歩
き
、
風
を
感
じ
、
目
で
確
か
め
、
耳

に
入
る
音
を
心
に
刻
み
、
記
憶
し
た
も
の

は
生
涯
そ
の
人
の
宝
と
な
り
ま
す
。
中
で

も
、
地
域
に
詳
し
い
人
か
ら
教
え
て
い
た

だ
い
た
こ
と
は
こ
れ
か
ら
の
生
活
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
地
域

の
人
々
の
働
き
の
中
で
生
活
で
き
る
人

は
、
力
強
く
「
ふ
る
さ
と
は
栗
山
で
す
」

と
言
い
切
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。　

　

栗
山
町
に
は
、
地
域
づ
く
り
に
尽
く
し

て
い
る
図
書
館
や
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ

「
Ｅ
ｋ
ｉ
」
な
ど
の
施
設
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
施
設
と
そ
こ
に
働
く
人
々
の
協
力
を

い
た
だ
い
て
、
確
か
な
ふ
る
さ
と
づ
く
り

に
励
み
た
い
も
の
で
す
。

　

２
月
は
、
平
成
29
年
度
の
企
画
・
立
案

の
時
。
こ
ん
な
こ
と
を
皆
さ
ん
と
考
え
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。（
卜
部
）

【
問
い
合
わ
せ
】

　

栗
山
町
史
編
さ
ん
室　

☎
�
７
８
２
０

新しい力で栗山を元気に！ 地域おこし協力隊です

地
域
と
の
触
れ
合
い
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多
々
あ
り
ま
す
が
・
・
・
）
冬
休
み
の
宿

題
の
手
伝
い
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

わ
れ
わ
れ
が
企
画
し
た「
か
る
た
作
り
」

で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
角
田
の
好
き
な
場

所
の
絵
札
と
読
み
札
を
作
っ
て
も
ら
い
、

最
終
日
に
は
、「
か
る
た
大
会
」
を
行
い

ま
し
た
。
こ
ち
ら
が
想
像
し
て
い
た
以
上

に
楽
し
く
学
ん
で
も
ら
え
た
と
実
感
し
て

い
ま
す
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
も
角
田
地

区
の
魅
力
が
分
か
り
、
地
域
の
方
と
つ
な

が
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
積
極
的
に
地
域
住
民
の
方
々

と
関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
ん
に
ち
は
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
で

若
者
定
住
・
移
住
を
担
当
し
て
い
ま
す
山

口
尚
久
で
す
。

　

昨
年
12
月
、
他
の
隊
員
と
と
も
に
冬
休

み
期
間
中
に
、
角
田
小
学
校
で
行
わ
れ
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
学
習
サ
ポ
ー

ト
活
動
に
参
加
し
ま
し
た
。　

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
と
は
、
地
域

＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
活
発
に
す
る
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
と
の
関
わ
り
を
通
し
て
地

域
に
愛
着
と
誇
り
を
持
つ
子
ど
も
に
育
て

よ
う
と
い
う
取
り
組
み
で
す
。

　

３
日
間
の
授
業
で
は
、先
生
と
し
て（
逆

に
子
ど
も
た
ち
か
ら
教
え
ら
れ
た
こ
と
が

地
域
資
料
の
還
流
―
町
民
全
体
の
財
産
と
す
る
た
め
に
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女性の働き方について
文・星　洋子 さん

くりやまライフサポーター
応援ファイナンシャル・プランナー（FP）

１
３
０
万
円
の
壁
も
あ
る

コラム
お金のおはなし

ほ
し　

よ
う
こ

１
級
Ｆ
Ｐ
技
能
士
、
２
級
Ｄ
Ｃ
プ
ラ
ン

ナ
ー
。
一
般
企
業
で
10
年
以
上
経
理
・
総

務
業
務
に
従
事
し
な
が
ら
、
自
身
の
家
計

の
見
直
し
の
た
め
に
Ｆ
Ｐ
の
資
格
を
取
得
。

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
提
案
す
る
独
立
型
Ｆ
Ｐ

と
し
て
セ
ミ
ナ
ー
講
師
、
相
談
業
務
な
ど

を
中
心
に
活
躍
中
。

栗山町ファミリー・
　サポート・センター
　ファミリー・サポート・センター ( ファミサポ ) では、
育児を手伝ってもらいたい「依頼会員」と、育児を手伝い
たい「提供会員」が、地域で子育てを支え合うサービスで
す。子どもの送り迎えや預かりを行っています。

【問い合わせ】
○ファミサポアドバイザー　羽鳥　☎ 090-6695-6084
○うららくりやま駅前（中央 2 丁目 56 番地）
　☎ 72-0707（平日 9：00 ～ 17：00）
※ただ今、会員募集中です。気軽にお問い合せください。

利用料

平日　7：00 ～ 21：00
1 時間 600 円（以降 30 分ごとに 300 円）
※上記以外の時間と土日祝日は、1 時間

700 円（以降 30 分ごとに 350 円）です。

　

広
報
く
り
や
ま
１
月
号
で
お
話
し
た
配
偶

者
控
除
の
改
正
が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
以
降
は
、
対
象
と
な
る
配
偶
者

の
年
収
は
１
５
０
万
円
以
下
、
配
偶
者
特
別

控
除
は
年
収
２
０
１
万
円
ま
で
が
対
象
に
な

り
ま
す
が
、
夫
の
年
収
に
よ
っ
て
は
現
制
度

よ
り
納
税
額
が
増
え
る
世
帯
も
あ
り
ま
す
。

　

改
正
に
よ
り
１
０
３
万
円
の
壁
は
な
く
な

り
ま
す
が
、
実
は
ま
だ
壁
が
あ
り
ま
す
。
社

会
保
険
制
度
に
よ
る
１
３
０
万
円
（
勤
務
先

が
大
企
業
な
ど
の
場
合
１
０
６
万
円
、
以
下

同
じ
）
の
壁
で
す
。

　

社
会
保
険
は
扶
養
要
件
の
一
つ
に
被
扶
養

者
の
年
収
基
準
が
あ
り
、
そ
の
基
準
額
が

１
３
０
万
円
（
１
０
６
万
円
）
で
す
。

　

年
収
が
１
３
０
万
円
以
上
に
な
る
と
、
夫

の
社
会
保
険
か
ら
の
扶
養
を
外
れ
て
自
分
の

勤
務
先
で
社
会
保
険
に
加
入
し
、
保
険
料
を

負
担
し
ま
す
。
そ
う
な
る
と
保
険
料
分
の
手

取
り
が
減
り
ま
す
か
ら
、
結
局
１
３
０
万
円

を
超
え
な
い
よ
う
に
、
働
く
時
間
を
調
整
し

て
い
る
女
性
も
多
い
の
で
す
。

　

日
本
は
平
成
９
年
以
降
、
経
済
的
な
理
由

や
、
女
性
の
社
会
進
出
増
と
い
っ
た
背
景
も

あ
り
、
共
働
き
世
帯
数
が
専
業
主
婦
世
帯
数

を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
配
偶
者
控
除
の
改
正
は
女
性
の
就

労
促
進
を
う
た
っ
て
い
ま
す
が
、
税
制
改
革

だ
け
で
は
「
木
を
見
て
森
を
見
ず
」
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
か
ら
必
要
な
の
は
女

性
が
結
婚
や
出
産
で
退
職
し
な
く
て
も
よ
い

よ
う
に
、
ま
た
共
働
き
世
帯
が
家
事
や
育
児

を
し
な
が
ら
で
も
、
よ
り
よ
く
働
く
環
境
を

提
供
で
き
る
制
度
の
拡
充
で
あ
る
と
思
う
の

で
す
。

対象者

0 歳から小学 6 年生まで

＼栗山町の子育て支援をご紹介／

預かり場所

自宅、 提供会員宅、 託児室のいずれか
※託児室は、うららくりやま駅前にあり

ます。

■その他、延長保育、保育園・幼稚園での一時保育、放課後児童クラブや児童の一時預かりなども充実しています。詳しくは 栗山 のびのび 検索
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安
全
で
安
心
な
ま
ち
を
目
指
し
て

生
活
・
安
全

【問い合わせ】　
　町住民生活課
　生活安全グループ
　☎ 73-7510

　

特
殊
詐
欺
に
注
意
を
！！

　

昨
年
１
年
間
の
道
内
で
の
特
殊
詐
欺
被
害

は
、一
昨
年
と
比
較
し
て
件
数
で
21
％
の
減
、

金
額
に
し
て
53
％
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
年
間
１
９
１
人
が

１
億
３
６
４
８
万
円
の
被
害
に
あ
っ
て
お

り
、
特
殊
詐
欺
グ
ル
ー
プ
の
手
口
も
さ
ら
に

巧
妙
化
す
る
な
ど
大
変
憂
慮
す
べ
き
事
態
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
殊
詐
欺
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は
、
ど
う

い
っ
た
も
の
が
特
殊
詐
欺
な
の
か
を
知
ら
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

【
特
殊
詐
欺
の
種
類
】

●
振
り
込
め
詐
欺
（
お
れ
お
れ
詐
欺
・
架
空

請
求
詐
欺
・
融
資
保
証
金
詐
欺
・
還
付
金

詐
欺
）

●
金
融
商
品
な
ど
の
取
引
を
名
目
と
し
た

詐
欺

●
異
性
交
際
あ
っ
せ
ん
を
名
目
と
し
た
詐
欺

●
ギ
ャ
ン
ブ
ル
必
勝
法
な
ど
の
情
報
提
供
を

名
目
と
し
た
詐
欺

　

以
上
が
、
主
な
「
特
殊
詐
欺
」
の
種
類
と

手
口
で
す
。

　

道
内
の
傾
向
と
し
て
は
、
架
空
請
求
詐
欺

が
特
殊
詐
欺
全
体
の
約
半
数
を
占
め
て
お

り
、
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　

よ
く
見
ら
れ
る
パ
タ
ー
ン
と
し
て
は
、

○
犯
人
が
被
害
者
に
電
話
を
か
け
、「
あ
な

た
に
は
証
券
を
購
入
す
る
特
別
な
権
利
が

あ
り
ま
す
。
名
義
を
貸
し
て
も
ら
え
ま
せ

ん
か
」
と
だ
ま
す

○
被
害
者
が
名
義
を
貸
す
こ
と
を
承
諾
す
る

と
、
犯
人
は
「
名
義
貸
し
は
犯
罪
な
の
で

あ
な
た
は
警
察
に
逮
捕
さ
れ
ま
す
」「
逮

捕
さ
れ
た
く
な
け
れ
ば
解
決
す
る
の
に
お

金
が
必
要
で
す
」
と
だ
ま
す

○
犯
人
は
宅
配
便
や
振
り
込
み
な
ど
で
お
金

を
送
る
よ
う
要
求
し
、
被
害
者
が
お
金
を

だ
ま
し
取
ら
れ
る

と
い
う
も
の
で
す
。

　

だ
ま
さ
れ
て
し
ま
っ
た
被
害
者
は
「
と
に

か
く
早
く
お
金
を
払
っ
て
問
題
を
解
決
し
よ

う
」
と
い
う
心
理
状
態
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
犯
人
は
あ
の
手
こ
の
手
で
だ
ま
し
て
き

ま
す
が
、他
人
か
ら
電
話
、メ
ー
ル
、は
が
き
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
な
ど
で
お
金
の
要
求
が
あ
っ
た

ら
要
注
意
で
す
！

　

お
金
は
振
り
込
ま
な
い
、
送
ら
な
い
、
手

渡
さ
な
い
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

ご
み
分
別
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
【問い合わせ】　

　町環境政策課
　環境政策グループ
　☎ 73-7511

「
資
源
に
な
る
紙
類
」
の
適
正
な
分
別
を

　

炭
に
で
き
る
ご
み
袋
に
入
れ
な
い
で
！

　

ご
み
質
調
査
結
果
を
掲
載
し
た
広
報
く
り

や
ま
11
月
号
で
お
伝
え
し
ま
し
た
が
、
家
庭

か
ら
出
さ
れ
る
炭
に
で
き
る
ご
み
の
中
に
は

約
36
％
の
不
適
正
物
が
混
入
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
不
適
正
物
の
大
半
が
、
コ
ピ
ー
用
紙

や
箱
類
・
包
装
紙
な
ど
の
「
資
源
に
な
る
紙

類
」
で
す
。
炭
に
で
き
る
ご
み
は
、
町
が
処

分
料
を
支
払
い
処
分
し
て
い
ま
す
が
、
混
入

し
て
い
る
「
資
源
に
な
る
紙
類
」
が
適
正
に

分
別
さ
れ
れ
ば
、
こ
の
処
分
料
を
大
幅
に
削

減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
分
別
し

�

こ
ん
に
ち
は
！

　

こ
ん
に
ち
は
。
今
年
、
総
務
委
員
会
委

員
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
天
野
剛た

か
お生

で
す
。

　

今
年
は
、
青
年
会
議
所
の
円
滑
な
運
営

を
す
る
と
と
も
に
、
メ
ン
バ
ー
が
さ
ら
に

「
ま
ち
づ
く
り
」
に
邁
進
し
て
い
け
る
よ

う
な
環
境
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
一
年
間
こ
の
責
務
を
全
う

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

さ
て
、
月
日
が
経
つ
の
は
早
い
も
の
で

青
年
会
議
所
に
入
会
し
て
２
年
が
経
ち
ま

し
た
。
そ
こ
で
強
く
感
じ
た
の
は
会
員
拡

大
の
重
要
性
で
す
。
現
在
の
会
員
は
20
歳

か
ら
40
歳
ま
で
で
す
が
、
主
要
メ
ン
バ
ー

は
30
歳
前
半
の
会
員
が
中
心
で
す
。
や
は

り
会
員
（
新
し
い
血
）
が
入
る
と
会
（
組

織
）
に
活
気
が
満
ち
溢
れ
さ
ま
ざ
ま
な
考

え
が
合
わ
さ
り
、
よ
り
魅
力
あ
る
事
業
構

築
も
可
能
で
す
。

　

私
は
青
年
会
議
所
活
動
を
通
し
て
、
多

く
の
人
た
ち
と
の
出
会
い
の
中
で
学
び
や

数
多
く
の
気
付
き
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
同
じ
志
を
持
っ
た
「
仲
間
」
が
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
は
何
事
に
も
変
え
ら
れ
な

い
財
産
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。
青
年
会
議

所
に
入
会
し
て
い
な
け
れ
ば
そ
う
感
じ
た

り
経
験
し
た
り
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
感
じ
て
動
く
か
ら
「
感
動
」

が
生
ま
れ
ま
す
。

　

私
も
含
め
、
メ
ン
バ
ー
一
丸
と
な
っ
て

体
現
し
、
皆
さ
ん
に
多
く
の
感
動
を
与
え

ら
れ
る
よ
う
に
地
域
に
根
差
し
た
活
動
を

し
て
い
く
所
存
で
す
。
こ
の
地
域
に
住
ま

う
若
者
た
ち
は
、
ぜ
ひ
青
年
会
議
所
に
入

会
し
て
一
緒
に
汗
を
流
し
、
つ
な
が
り
を

増
や
す
と
と
も
に
、
ひ
た
向
き
に
ふ
る
さ

と
の
た
め
に
走
り
続
け
ま
し
ょ
う
！！

　

あ
ら
た
め
ま
し
て
、
今
年
の
栗
山
青
年

会
議
所
の
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ひ
た
向
き
に
、
ふ
る
さ
と
の
た
め
に

栗山天満宮で気持ちを新たにする青年
会議所のメンバー

　

確
認
！
「
資
源
に
な
る
紙
類
」
の
排
出
方
法

　

家
庭
か
ら
出
さ
れ
る「
資
源
に
な
る
紙
類
」

は
、
①
新
聞
紙
・
チ
ラ
シ
類
②
雑
誌
類
③
段

ボ
ー
ル
④
箱
類
⑤
牛
乳
パ
ッ
ク
⑥
雑
紙
の
６

種
類
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

●
雑
紙
以
外
の
紙
類

　

右
記
の
①
か
ら
⑤
の
紙
類
は
、
ひ
も
で
十

字
に
縛
っ
て
排
出
し
ま
す
。
包
装
紙
・
メ
モ

紙
・
コ
ピ
ー
用
紙
・
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
・

紙
封
筒
な
ど
の
上
質
な
紙
は
、
紙
封
筒
に
入

れ
て
新
聞
紙
に
挟は

さ

め
て
排
出
し
ま
す
。
指
定

袋
を
買
わ
ず
に
排
出
で
き
る
の
で
、
適
正
な

分
別
を
す
る
と
と
て
も
経
済
的
で
す
。

※
箱
類
は
紙
袋
に
重
ね
て
入
れ
て
、
中
身
が

飛
び
出
さ
な
い
よ
う
に
ひ
も
で
十
字
に

縛
っ
て
出
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。

炭にできるごみ袋に「資源になる
紙類」が多く混入しています

【雑紙以外の紙類の排出イメージ】

●
雑
紙

　

⑥
の
雑
紙
は
、
町
の
指
定
ご
み
袋
（
黒
字

の
資
源
袋
）
に
入
れ
て
排
出
し
ま
す
。

　

雑
紙
扱
い
と
な
る
も
の
は
、カ
ー
ボ
ン
紙
・

銀
紙
・
金
紙
・
カ
ッ
プ
麺
の
ふ
た
（
紙
製
）・

厚
紙
・
レ
シ
ー
ト
・
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

の
芯
・
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
さ
れ
た
紙
・
写
真
な

ど
で
す
。　

※
新
聞
紙
が
な
い
場
合
は
、
包
装
紙
・
メ
モ

紙
・
コ
ピ
ー
用
紙
・
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
・

紙
封
筒
な
ど
の
上
質
な
紙
も
、
町
の
指
定

ご
み
袋
（
黒
字
の
資
源
袋
）
に
入
れ
て
排

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
食
品
な
ど
の
汚
れ
が
付
い
た
紙
は
再
生
で

き
ま
せ
ん
の
で
、「
炭
に
で
き
る
ご
み
袋
」

に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②雑誌類

④箱類

⑤牛乳パック

①新聞紙・チラシ類

③段ボール

適正な分別への
ご理解とご協力
をお願いします

【「資源になる紙類」の適正な分別を】

た
紙
類
を
引
取
業
者
に
売
却
す
る
こ
と
が
で

き
、
町
の
貴
重
な
収
入
に
な
り
ま
す
。

　適正に分別されると、処分料の支出が
削減されるだけでなく、町の貴重な収入
になります。

引取業者に売却

町が処分料を
支払い処分

炭にできるごみの
中に混入している

「資源になる紙類」

適正に分別されれば ･･･

現状は ･･･

収入増

支出増

大
き
な
違
い
が
！



特定健診を受診しましょう
　

平
成
27
年
度
の
特
定
健
診
受
診
率
は
29
・
３
％
！

　

平
成
27
年
度
の
特
定
健
診
受
診
率
は
、
栗

山
町
で
は
過
去
最
高
の
受
診
率（
表
２
参
照
）

で
し
た
。
平
成
28
年
度
の
特
定
健
診
受
診
率

（
12
月
末
時
点
）
は
全
体
で
23
・
５
％
と
な
っ

て
お
り
、
平
成
27
年
度
の
同
時
点
よ
り
も
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。（
表
１
参
照
）

　

た
だ
し
、
全
道
的
に
特
定
健
診
受
診
率
は

上
昇
し
て
お
り
、
近
隣
町
と
比
較
し
て
も
栗

山
町
の
受
診
率
が
低
い
状
況
は
変
わ
っ
て
い

ま
せ
ん
。

平
成
28
年
度
か
ら
「
保
険
者
努
力
支
援
制
度
」

始
ま
る

　

特
定
健
診
受
診
率
の
向
上
、
生
活
習
慣
病

の
重
症
化
（
入
院
や
介
護
状
態
）
を
予
防
す

る
な
ど
、
社
会
保
障
制
度
の
安
定
に
向
け
た

取
り
組
み
を
努
力
し
た
市
町
村
に
は
国
が
支

援
金
を
交
付
す
る
と
い
う
制
度
（
保
険
者
努

力
支
援
制
度
）
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

今
後
の
特
定
健
診
受
診
率
の
向
上
が
町
の

国
民
健
康
保
険
運
営
の
安
定
化
に
も
つ
な
が

り
ま
す
の
で
、
栗
山
町
も
特
定
健
診
受
診
率

を
上
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。　
　

受
診
率
が
高
い
＝
生
活
習
慣
病
を
予
防
で
き
る

人
が
多
い

　

特
定
健
診
を
受
診
す
る
最
大
の
目
的
は
、

自
ら
の
体
の
状
態
を
知
り
、
生
活
習
慣
病
の

重
症
化
を
予
防
す
る
こ
と
で
す
。

　

高
血
圧
・
糖
尿
病
・
脂
質
異
常
が
続
い
て

血
管
が
傷
つ
く
と
、心
筋
梗
塞
・
脳
梗
塞
（
認

知
症
）・
人
工
透
析
へ
と
進
行
し
ま
す
。
通

院
や
入
院
、
要
介
護
の
状
態
を
引
き
起
こ
す

と
、
日
常
の
生
活
が
送
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　
「
受
診
率
が
高
い
＝
生
活
習
慣
病
を
予
防

で
き
る
人
が
多
い
」
と
い
え
ま
す
。
年
を
重

ね
て
も
自
宅
で
元
気
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
、

特
定
健
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

町
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
（
40
歳
か
ら

74
歳
ま
で
の
方
）
は
、
３
月
末
ま
で
町
内
医

療
機
関
な
ど
で
特
定
健
診
を
受
診
で
き
ま

す
。職
場
な
ど
で
健
診
を
受
け
て
い
る
方
は
、

結
果
票
の
コ
ピ
ー
を
提
出
す
る
こ
と
で
特
定

健
診
を
受
診
し
た
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

特
定
健
診
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

保
健
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

次
の
日
程
で
、
臨
時
予
防
接
種
を
行
い
ま

す
。
予
防
接
種
を
忘
れ
て
い
る
方
は
、
こ
の

機
会
に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

【
日

時
】

　

３
月
12
日
㈰　

午
前
９
時
～
正
午

【
場

所
】

　

に
し
み
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク

【
申
込
期
限
】

　

３
月
10
日
㈮　

午
後
１
時
ま
で

※
上
記
申
込
先
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

H ealt h     Health     H
ealth     Health     

H
ea

lth

【申込先・問い合わせ】　
　町保健福祉課
　健康推進グループ
　☎ 73-2256

元
気
が
一
番

※
栗
山
町
地
域
医
療
協
議
会
の
ご
協
力
に
よ
り
、「
リ
レ
ー
方
式
」
で
連
載
し
て
い
ま
す
。

歯
の
お
は
な
し

つ
ぎ
た
て
歯
科 

院
長

福
多　

一
雅

　

野
生
の
動
物
に
と
っ
て
、
歯
が
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
て
は
生
き
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
人
間
も
歯
が
な
い
乳
児
に
一
本
一
本

歯
が
生
え
て
く
る
ご
と
に
強
く
た
く
ま
し
く

成
長
し
て
い
く
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
虫
歯
や
歯
周
病
で
歯
を
失
っ
た
人
も
義

歯
を
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
再
び
強
い

咀そ
し
ゃ
く嚼
力
を
回
復
し
、
全
身
的
な
活
力
を
復
活

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

長
い
時
間
を
か
け
て
進
化
し
て
き
た
結
果

が
現
在
の
人
間
の
歯
の
形
、本
数
な
の
で
す
。

そ
の
歯
一
本
一
本
を
大
事
に
す
る
こ
と
が
、

将
来
に
わ
た
っ
て
人
類
が
豊
か
な
食
生
活
と

強
い
生
命
力
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
大

切
な
こ
と
な
の
で
す
。

　

合
計
で
、
44
本
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

そ
こ
か
ら
地
上
、
樹
上
、
地
下
さ
ら
に
は

海
、
空
へ
と
飛
躍
的
な
適
応
、
放
散
を
行
っ

て
今
日
に
至
り
、
食
性
も
多
様
に
分
か
れ
、

草
食
、
肉
食
、
魚
食
、
昆
虫
食
、
プ
ラ
ン
ク

ト
ン
食
な
ど
特
殊
化
し
て
い
き
ま
し
た
。
そ

の
結
果
が
現
在
の
歯
の
形
、
本
数
に
な
っ
た

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

前
歯
、
犬
歯
は
主
に
肉
な
ど
を
噛
み
切
る

の
に
使
う
歯
で
す
。
奥
歯
は
主
に
穀
物
、
草

な
ど
を
す
り
つ
ぶ
す
の
に
使
う
歯
で
、
歯
の

本
数
、
形
を
見
れ
ば
猫
の
ほ
う
が
、
犬
よ
り

肉
食
に
近
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

さ
て
、
人
間
の
歯
は
今
後
ど
の
よ
う
に
進

化
（
退
化
？
）
し
て
い
く
と
予
想
さ
れ
る
で

し
ょ
う
か
。
第
三
大
臼
歯
（
親
不
知
）
が
生

え
て
こ
な
い
人
は
最
近
増
加
し
て
い
ま
す
。

前
歯
が
一
本
あ
る
い
は
二
本
不
足
し
て
い
る

人
、
第
二
小
臼
歯
が
先
天
欠
如
し
て
い
て
、

乳
歯
の
奥
歯
を
永
久
歯
と
し
て
使
っ
て
い
る

人
も
時
々
見
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
虫
歯
や
歯
周
病
に
よ
り
、
歯

を
喪
失
す
る
人
も
多
く
、
総
入
れ
歯
に
な
っ

て
し
ま
う
高
齢
者
の
方
も
多
数
存
在
す
る
の

が
現
実
で
す
。

　

合
計
は
、
30
本
だ
そ
う
で
す
。

　

さ
て
、
犬
は
ど
う
で
し
ょ
う

○
切
歯

　

３
本
×
４
（
上
下
左
右
）
計
12
本

○
犬
歯

　

１
本
×
４　

計
４
本

○
前
臼
歯

　

４
本
×
４　

計
16
本

○
後
臼
歯

　

上
２
本
、下
３
本
の
上
下
で
５
本
×
２（
左

右
）
で
計
10
本

　

合
計
は
、
42
本
だ
そ
う
で
す
。

　

ニ
ホ
ン
ザ
ル
や
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
、
ゴ
リ

ラ
な
ど
は
、
人
間
と
同
じ
32
本
で
す
。
し
か

し
、
初
期
の
哺
乳
類
は
、

○
切
歯

　

３
本
×
４
（
上
下
左
右
）
計
12
本

○
犬
歯

　

１
本
×
４　

計
４
本

○
小
臼
歯

　

４
本
×
４　

計
16
本

○
大
臼
歯

　

３
本
×
４　

計
12
本

　

わ
れ
わ
れ
人
間
は
、
何
本
歯
が
あ
る
か

知
っ
て
い
ま
す
か
？

○
切せ

っ
し歯

（
前
歯
）

　

２
本
×
４
（
上
下
左
右
）
計
８
本

○
犬け

ん
し歯

　

１
本
×
４　

計
４
本

○
小し

ょ
う
き
ゅ
う
し

臼
歯
（
小
さ
い
奥
歯
）

　

２
本
×
４　

計
８
本

○
大だ

い
き
ゅ
う
し

臼
歯
（
大
き
い
奥
歯
）

　

３
本
×
４　

計
12
本

　

親お
や
し
ら
ず

不
知
を
含
め
る
と
、
上
下
で
32
本
あ
り

ま
す
。

　

で
は
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
猫
の
歯
は
何
本

あ
る
で
し
ょ
う
か
？

○
切
歯

　

３
本
×
４
（
上
下
左
右
）
計
12
本

○
犬
歯

　

１
本
×
４　

計
４
本

○
前ぜ

ん
き
ゅ
う
し

臼
歯
（
人
間
の
「
小
臼
歯
」）・
後こ

う
き
ゅ
う
し

臼
歯

　
（
人
間
の
「
大
臼
歯
」）

　

上
下
で
７
本
×
２
（
左
右
）
計
14
本

歯
の
本
数
っ
て
何
本
？

生
き
物
に
と
っ
て
大
事
な
歯
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地 区 名 対象者数 受診者数 平成 28 年度
受 診 率

平成 27 年度
受 診 率

増
減

松 風 453 人 83 人 18.3% 18.2% ↗
中 央 459 人 66 人 14.4% 13.3% ↗

錦 84 人 16 人 19.0% 21.0% ↘
桜 丘 130 人 36 人 27.7% 22.0% ↗
朝 日 299 人 53 人 17.7% 16.1% ↗
富 士 148 人 32 人 21.6% 18.0% ↗
中 里 192 人 45 人 23.4% 20.1% ↗
湯 地 105 人 24 人 22.9% 24.6% ↘

森 2 人 0 人 0.0% 0.0% →
鳩 山 32 人 9 人 28.1% 37.5% ↘
雨煙別 33 人 4 人 12.1% 24.2% ↘
緑 丘 29 人 8 人 27.6% 21.4% ↗
北学田 60 人 25 人 41.7% 35.6% ↗
桜 山 46 人 18 人 39.1% 45.7% ↘
杵 臼 79 人 30 人 38.0% 39.2% ↘
旭 台 51 人 25 人 49.0% 31.0% ↗
共 和 33 人 14 人 42.4% 41.7% ↗
三日月 29 人 7 人 24.1% 34.5% ↘
角 田 142 人 35 人 24.6% 18.3% ↗
阿野呂 37 人 15 人 40.5% 48.8% ↘
大井分 51 人 5 人 9.8% 17.8% ↘
南学田 81 人 37 人 45.7% 36.5% ↗
継 立 166 人 37 人 22.3% 23.9% ↘
日 出 34 人 8 人 23.5% 21.6% ↗
御 園 57 人 19 人 33.3% 39.7% ↘
南角田 36 人 18 人 50.0% 23.6% ↗
円 山 35 人 10 人 28.6% 15.1% ↗
東 山 6 人 2 人 33.3% 16.7% ↗
滝 下 11 人 5 人 45.5% 25.0% ↗
合 計 2,920 人 686 人 23.5% 22.0% ↗

表 1　平成 28 年度　特定健診地区別受診状況
（平成 28 年 12 月末時点）

平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度
受診率 順位 受診率 順位 受診率 順位

栗山町 21.0% 151 位 22.6% 149 位 29.3% 122 位
長沼町 54.3% 13 位 53.7% 20 位 55.7% 16 位
南幌町 30.7% 95 位 35.5% 77 位 38.5% 68 位
由仁町 51.6% 23 位 54.4% 18 位 65.8% 6 位
北海道 20.9% ー 26.1% ー 27.1% ー

表 2　南空知 4 町の特定健診受診状況
※北海道国保連集計資料より
（順位：全道 179 市町村の順位）

実
施
し
ま
す
！
日
曜
日
に
臨
時
予
防
接
種

ー 献血のお知らせ ー
■月　日
　２月 27 日㈪
■場所・時間
　○株式会社エクセルシャノン栗山工場
　　10：00 ～ 11：30
　○栗山町役場
　　13：00 ～ 16：30

※特定健診は、糖尿病や脳卒中などの生活習慣
病を予防する目的に導入された健康診断制度
で、「メタボ健診」とも呼ばれています。



次代を担う中学生・高校生を海
外に派遣し、豊かな感性や創

造力豊かな青少年を育成する少年
ジェット「希望の翼」。今年も 1 月 5
日から 13 日までの 9 日間、オース
トラリアのパースで行われました。
　今回派遣されたのは、中学 1 年
生から高校 3 年生の 9 人。昨年の
11 月から 6 回、事前研修を行い、
英会話を中心に海外研修の準備を
してきました。現地では 1 人 1 世
帯、4 泊 5 日のホームスティを中心
に、アボリジニ文化体験や班別行
動などさまざまな体験を通して学
習。日本との違いを肌で感じ、形
の無いたくさんのお土産を手に入れ
て栗山に戻ってきました。

　私は「英語で会話を楽しむこと」
を目標にしました。折り紙の折り
方を伝えたいと思っていたので、日
本の折り紙を持っていきました。折
り方を英語で伝えることは難しかっ
たけれど、鶴やカエルなどを作り、
みんなで楽しむことができて良かっ
たです。笑顔で積極的にチャレンジ
することの大切さを学びました。

　私はこの少年ジェットでさまざま
なことを学び、経験しました。最初
は緊張していたホームステイもホス
トファミリーと日に日に仲良くなって
いきましたが、英語を話したいと
思っても、わからなくて悔しい思い
もしました。うれしいことも悔しい
ことも経験でき、とても良い勉強に
なりました。

栗山中学校（２年）　辻 萌
も え か

花 栗山中学校（３年）　大野 美
み お

桜

　少年ジェットに参加できたこと
で、たくさんのことを学ぶことがで
きました。オーストラリアの人はフ
レンドリーで、ホストファミリーにも
親切にしてもらいました。私が単語
だけで伝える英語を目を見て理解
しようとしてくれました。今回のこ
とを将来に生かして、少年ジェット
に関わる人に恩返しがしたいです。

岩見沢農業高校（１年）　藤井 愛
あ ゆ り

百合

　少年ジェットに参加することが
できて本当に良かったです。一番
不安で一番楽しみだったホームス
テイでは、英会話の楽しさや難
しさ、自分の習慣や当たり前だと
思っていたことをあらためて実感
できて貴重な体験ができました。
ホストファミリーには感謝しても
しきれないくらいです。

岩見沢緑陵高校（３年）　古田 凛
り ん か

花

　私は少年ジェットで初めて外国に
行き、ホームステイを体験しまし
た。日本を離れるだけで不安で、
ホームステイまでできるか心配でし
たが、ホストファミリーの人たちは
みんな優しくて英語が話せなくても
一生懸命聞いてくれました。とても
楽しく充実し、たくさんのことを経
験できた貴重な時間になりました。

栗山高校（２年）　山田 梓
あずさ

岩見沢東高校（２年）　藤澤 亮
りょうすけ

介 栗山高校（３年）　丸山 知
ち さ と

里

　私が少年ジェットでさまざまな
ことを学びました。ホームステイ
ができるか不安いっぱいでした。
最初はステイ先での英語のスピー
ドについていけませんでしたが、
聞き取れるようになってからは、
会話の中で文化の違いを学ぶこと
ができました。これを機にまだま
だ成長していきたいです。

　今回の研修で、私は貴重な経験
をすることができました。言葉の通
じない国でのコミュニケーションは
やはり大変で、初日に買い物するこ
とに苦労していた自分が、最終日に
は現地の人に栗山町の説明ができ
ていて、成長しているのを感じまし
た。行く前と同様に、もっとうまく
英語を話せるようになりたいです。

　私はこの研修で自分の目的にして
いたことが達成できたと思います。
アボリジニ文化をキングスパークで
学び、環境や生活習慣はホームス
テイ先で学びました。最初は全然コ
ミュニケーションが取れなかったの
ですが、だんだんとコミュニケーショ
ンをとることができました。この９
日間はすごく楽しかったです。

栗山中学校（1 年）　佐藤 小
こ ゆ き

雪

1 月 6 日㈮　パース着→市内観光
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岩見沢緑陵高校（１年）　後藤 あみ

　今回、ホームステイをして、ホス
トファミリーとたくさん話すことが
できました。ホストファミリーはと
ても優しい人たちで、英語が話せ
ない私の伝えようとしていることを
何度も理解しようとしてくれました。
きちんと伝わったときはうれしかっ
たです。英語を話せるようになりた
いと思いました。

1 月 5 日㈭　出発式

1 月 7 日㈯　英会話学習で準備万端

1 月 8 日㈰　ホストファミリーと交流1 月 9 日㈪　現地の動物との触れ合い1 月 10 日㈫　シュノーケル体験

1 月 11 日㈬　シナジーパークでランチ

1 月 12 日㈭　パース市内研修

1 月 13 日㈮　帰国・解散式

青少年海外派遣事業



　　

株
式
会
社
横
山
工
業
が
奉
仕
活
動
の

一
環
と
し
て
１
月
14
日
、
栗
山
小
学
校

で
雪
山
づ
く
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業

を
行
い
ま
し
た
。
大
型
の
重
機
を
使
用

し
、
お
よ
そ
2
時
間
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

高
さ
3
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
雪
山
を
作
り

あ
げ
ま
し
た
。
横
山
社
長
は
「
子
ど
も

た
ち
に
ス
キ
ー
授
業
や
雪
山
遊
び
に

使
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
お
世
話
に

な
っ
た
町
へ
の
恩
返
し
と
し
て
、
で
き

る
限
り
続
け
て
い
き
ま
す
」
と
笑
顔
で

話
し
て
い
ま
し
た
。
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まちの話題では、町内の行事や出来事を紹介しています。
広報に掲載できなかった話題は町ホームページに掲載しています。

【URL】http://www.town.kuriyama.hokkaido.jp/ 栗山町 検索栗山町 検索

　

受
験
生
の
必
勝
を
祈
る
「
合
格
祈
願

祭
」
が
元
日
、
初
詣
客
で
に
ぎ
わ
う
栗

山
天
満
宮
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
し

た
の
は
受
験
を
控
え
る
39
人
。
参
加
者

は
神
殿
に
玉
串
を
捧
げ
、
学
問
の
神
様

と
い
わ
れ
る
菅
原
道
真
公
ゆ
か
り
の

「
梅
茶
」で
体
を
温
め
ま
し
た
。そ
の
後
、

栄
養
ド
リ
ン
ク
や
き
び
だ
ん
ご
な
ど
が

手
渡
さ
れ
、
用
意
さ
れ
た
絵
馬
に
志
望

校
合
格
の
決
意
な
ど
を
書
き
込
み
、
願

い
を
込
め
て
奉
納
。
ま
た
、
北
海
道
日

本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
栗
山
英
樹
監

督
が
「
悔
い
の
残
ら
な
い
よ
う
に
、
自

分
の
力
を
信
じ
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」

と
受
験
生
を
激
励
し
ま
し
た
。

　

新
年
恒
例
の
角
田
獅
子
舞
保
存
会
に

よ
る
「
か
が
り
火
舞
」
が
、
元
日
の
午

前
０
時
す
ぎ
に
角
田
神
社
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
角
田
獅
子
舞
は
、
古
く
か
ら
伝

わ
る「
二
人
立
ち
獅
子
舞
」が
元
と
な
っ

て
お
り
、
平
成
20
年
に
町
の
無
形
民
俗

文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。当
日
は
、

境
内
に
か
が
り
火
が
灯
さ
れ
、
中
国
の

諸し
ょ
か
つ
こ
う
め
い

葛
孔
明
が
猛
獣
を
使
う
難
敵
を
打
ち

破
っ
た
と
さ
れ
る
戦
い
に
由
来
す
る
と

い
う
口
上
の
後
、
酒
に
酔
い
な
が
ら
２

頭
の
獅
子
と
猩

し
ょ
う
じ
ょ
う々が

繰
り
広
げ
る
ユ
ー

モ
ア
あ
ふ
れ
る
舞
い
が
披
露
さ
れ
、
訪

れ
た
初
詣
客
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
の
交
通
安
全
祈
願
式
が
1

月
12
日
、
栗
山
天
満
宮
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
天
満
宮
参
道
で
の
交
通
安
全
指
導

員
観
閲
式
の
後
、
拝
殿
内
で
関
係
者
ら

約
40
人
が
交
通
死
亡
事
故
の
な
い
1
年

に
向
け
て
の
誓
い
を
新
た
に
し
ま
し

た
。
祈
願
式
で
は
、
椿
原
紀
昭
町
長
が

「
こ
の
ま
ま
痛
ま
し
い
交
通
死
亡
事
故

が
起
き
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
先
頭

に
立
っ
て
交
通
安
全
施
策
を
進
め
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」
と

あ
い
さ
つ
。
終
了
後
に
は
、
市
街
地
交

差
点
な
ど
8
カ
所
で
交
通
安
全
指
導
員

に
よ
る
年
初
め
の
街
頭
指
導
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　　

耳
よ
り
な
話
と
楽
し
い
語
ら
い
の
ゆ

う
べ
「
第
79
回
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
」
が

1
月
9
日
、雨
煙
別
小
学
校
コ
カ
・
コ
ー

ラ
環
境
ハ
ウ
ス
で
行
わ
れ
、
町
内
外
か

ら
約
60
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
日

は
「
農
業
と
く
ら
し
・
む
ら
の
未
来
」

と
題
し
て
、
菅
野
牧
園
の
菅
野
義
樹
さ

ん
（
御
園
）
ら
3
人
が
講
演
。
新
規
就

農
者
の
菅
野
さ
ん
は
「
お
世
話
に
な
っ

た
皆
さ
ん
の
た
め
に
も
必
ず
農
家
と
し

て
自
立
し
、
栗
山
の
農
業
に
貢
献
し
た

い
」
と
力
を
込
め
ま
し
た
。

　

北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の

栗
山
英
樹
監
督
が
1
月
7
日
、
栗
山
い

ち
い
保
育
園
と
継
立
ま
つ
ば
保
育
園
で

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
し
た
。

使
わ
れ
た
絵
本
は
、
選
手
会
を
中
心
に

作
ら
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
絵
本
。
集
ま
っ

た
園
児
は
絵
本
の
世
界
に
引
き
込
ま
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
栗
山
監
督
か

ら
園
児
た
ち
に
絵
本
や
色
紙
な
ど
が
渡

さ
れ
、
記
念
写
真
の
撮
影
も
行
わ
れ
ま

し
た
。
栗
山
監
督
は
「
良
く
寝
て
食
べ

て
運
動
す
る
こ
と
が
大
切
」
と
呼
び
か

け
、
栗
山
い
ち
い
保
育
園
の
中
井
穂
乃

花
ち
ゃ
ん
は
「
監
督
の
読
み
聞
か
せ
は

楽
し
か
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

栗
山
町
と
株
式
会
社
セ
ブ
ン
‐
イ
レ

ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
が
1
月
20
日
、「
栗

山
町
地
域
見
守
り
活
動
に
関
す
る
協

定
」
と
「
災
害
時
の
物
資
供
給
及
び
店

舗
営
業
の
継
続
又
は
早
期
再
開
に
関
す

る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
協
定
に
は
、
町
民
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
見
守
り
活
動
を
行
う
こ
と
や
、
大

規
模
災
害
時
に
、
食
料
・
物
資
の
提
供

と
店
舗
の
早
期
再
開
を
行
う
こ
と
な
ど

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
役
場
会
議

室
で
行
わ
れ
た
締
結
式
で
、
セ
ブ
ン
‐

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
の
内
竹
善
哉
さ

ん
は
「
微
力
な
が
ら
お
手
伝
い
を
し
て

い
き
ま
す
」
と
決
意
を
語
り
ま
し
た
。

　　

栗
山
高
校
の
生
徒
17
人
が
１
月
21

日
、総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」 

で
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
と
リ
ン

グ
プ
ル
の
選
別
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い

ま
し
た
。
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
主

催
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
は
障
が

い
者
自
立
作
業
所
へ
届
け
ら
れ
、
リ
ン

グ
プ
ル
は
車
い
す
に
交
換
さ
れ
ま
す
。

こ
の
日
は
、
町
内
で
集
め
ら
れ
た
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
約
４
０
０
kg
と
リ

ン
グ
プ
ル
約
２
０
０
kg
の
選
別
を
約
３

時
間
行
い
ま
し
た
。
栗
山
高
校
２
年
の

河か
わ
ば
た鰭
拓ひ

ろ
と斗
さ
ん
は
「
地
域
の
人
と
交
流

し
な
が
ら
で
き
る
の
で
、
楽
し
か
っ
た

で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

校
生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
体
験

ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
な
ど
を
選
別

高

山
監
督
か
ら
激
励

合
格
祈
願
祭

栗

年
と
と
も
に
獅
子
が
舞
う

角
田
神
社
で
か
が
り
火
舞

新

山
監
督
が
読
み
聞
か
せ

町
内
の
保
育
園
を
訪
問

栗

業
の
未
来
を
語
る

ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク

農

通
事
故
ゼ
ロ
を
願
っ
て

交
通
安
全
祈
願
式

交

小
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
雪
山
を

学
校
奉
仕
活
動

栗

全
な
暮
ら
し
に
向
け
て

セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
と
協
定
締
結

安



○周りからみた「いいママ」よりも、自分が思う「幸せなママ」になる
　「いいママ」とはどんなママでしょう？完全母乳で育てているママ？ぐずらない赤
ちゃんのママ？おやつは必ず手づくりのママ？周りからみた「いいママ」と「幸せな
ママ」はきっと違うはず。
　今ある状態を受け入れて笑っているママは、子どもにも安心と幸せを与えます。

○「しなくちゃ病」から抜け出して
　時間までに終わらせなくちゃ、できるようにならなくちゃ…と、あれもこれも「し
なくちゃ」とがんばるママほど子育てがつらいと感じやすくなる傾向にあります。
　肩の力を抜いて「まっ、いいか」と笑顔でいられるような「良 ( い ) い加減」のが
んばり加減がちょうどいいくらいです。
　イライラするまでがんばらない、自分を責めたくなるまでがんばらないことです！！

○プラスは褒
ほ

める、マイナスは許す
　人にも物事にもプラスの面があればマイナスの面
もあります。
　自分の中にあるいい所はたくさん褒めてくださ
い。そして、誰かのためにがんばっている自分を「よ
くがんばっているね」と認めてあげましょう。
　よくしがちなのは、マイナス面ばかり気にして、
自分を責めたり嫌ったりすること。その個性や自分
の不完全さを受け入れ、許すことから始めましょう。
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南空知消費生活相談室

勤労者
福祉センター

毎週
月・木曜日

13：00
～ 16：00

☎ 72-3581
毎月
第 2・4 水曜日

13：00
～ 15：00

電気ストーブを使用中の
火災にご注意ください

【国民生活センター相談事例】

　就寝中に寝返りを打った際、足元付近に置いていた衣類が電気ストー
ブに接触し出火した。
　初期消火を試みたが消火できず、逃げ遅れて 80 代の女性が死亡した。

○例年 12 月からストーブによる火災が急増しています。電気ストーブ
類は、炎が出ていないため安全に見えますが、熱があるので火災の危
険があります。
○ストーブの近くに布団・衣類や雑誌などがあると接触して出火する危
険があります。ストーブの周囲には物を置かないことが大切です。
○寝るときやその場を離れるときは、必ずスイッチを切りましょう。使
用しないときは、電源プラグをコンセントから抜いておくことも予防
につながります。
※「電気ストーブ類」には、電気ストーブ、カーボンヒータ、ハロゲン
ヒータ、温風機を含みます。

■注意事項

消費生活消費生活消費生活
横断質横断質相談室 です

もっと知りたい！
栗山公園で出会える「エゾリス」

　栗山公園にも、よく、かわい
い「エゾリス」たちが遊びに来
ます♪
　「エゾリス」は北海道でしか見
ることのできない貴重な野生動
物です！！

【問い合わせ】
  栗山公園案内所　☎ 72-0706
  指定管理者　たかはしダリア

最新情報を簡単アクセス
URL
http://t-daria.com/parktop

※ QR コードは「株式会社デンソーウェーブ」の登録商標です。

栗山公園栗山公園栗山公園
だよりだよりだよりVol.107

Q：エゾリスの活動は？
昼に活動する野生動物だが、季
節によって異なる。また、冬眠
はせずに、冬季でも活動する。
ちなみに、「シマリス」は冬眠
している

Q：エゾリスの大きさは？
雄雌ともに差はなく、体長は
22 ～ 27㎝。尾が長いのが特徴
で 16 ～ 20㎝ある。尾は、木の
上を俊敏に移動するときの平
衡感覚を保つために重要

Q：エゾリスの食事は？
主に植物を好んで食べる。果実
や種子、葉などを食べる姿を見
た方もいるかも。栗山公園の

「エゾリス」はよくどんぐりを
食べている

Q：エゾリスの毛の色は？
喉から胸の部分、腹部にかけて
は白く、他の部分は夏季は茶色
で、冬季は灰色に近い

　

栗山町特産品
展示販売・栗の試食会
日時／ 2 月 4 日㈯　10：00 ～

春待ちゆっくり市
日時／ 2 月 24 日㈮　18：00 ～

大好評！手打ちそば
★今月の「そばの日」（限定 30 食）　
　2 月 3 日、10 日、17 日、24 日
　（毎週金曜日　11：00 ～）

【ホール・会議室ご利用のご案内】
　サークルや団体の催し、商品の展示
会などでのご利用をお待ちしています。
　まずは、問い合わせ先までご相談く
ださい！

【問い合わせ】
  まちの駅　「栗夢プラザ」
  ☎ 73-5515　Fax 73-5535
  開館時間  10：00 ～ 17：00

まちの駅まちの駅まちの駅
イベントイベントイベント2月

自分を受け入れ自分を受け入れ自分を受け入れ

　子どもの自尊感情や自己肯定感を育てよう…とよく言
われますが、ママの自尊感情や自己肯定感を高めること
も大切です。
　子育てや家事に追われ、ついイライラして怒ったりす
る自分を責めたり悩んだりすることはありませんか？

「まっ、いいか」「これくらいなら大丈夫」と、自分に
OK が出せる ” 幸せママ ” になりましょう。

【問い合わせ】
　町子育て支援センター
　☎ 72- 1280  Fax 72-1320

” 幸せママ ”になろう”幸せママ ”になろう”幸せママ ”になろう

　

毎
月
１
回
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
さ
ま
ざ
ま
な
内
容
で
子
育
て
講
座
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
月
の
子
育
て
講
座
は
、
時
間
が
午
後

か
ら
の
開
催
の
た
め
、
小
さ
な
お
子
さ
ん

か
ら
幼
稚
園
に
通
っ
て
い
る
お
子
さ
ん
ま

で
、
親
子
で
楽
し
め
る
内
容
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

松
川
敦
子
の
「
親
子
で
ス
キ
ッ
プ
あ
そ
び
う
た
」

【
日　

時
】

　

２
月
22
日
㈬　

午
後
３
時
～
４
時

【
場　

所
】

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

【
内　

容
】

　

音
楽
あ
そ
び
・
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
な
ど

【
対　

象
】

　

就
学
前
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

※
定
員
や
事
前
の
申
し
込
み
な
ど
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
当
日
時
間
ま
で
に
お
集

ま
り
く
だ
さ
い
。

「
子
育
て
講
座
」
の
お
知
ら
せ

みんな
遊びに

来てね♪



◆
雪
に
対
す
る
備
え

　

屋
根
に
は
雪
が
積
も
っ
て
い
る
の
で

日
ご
ろ
か
ら
こ
ま
め
な
屋
根
の
雪
下

ろ
し
や
、
自
宅
周
辺
で
落
雪
の
危
険

な
箇
所
を
確
認

◆
火
災
に
対
す
る
備
え

　

冬
は
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど
暖
房
器
具
を

使
用
し
て
い
る
た
め
、
夏
と
比
べ
て

火
災
発
生
の
危
険
性
が
高
く
な
る
。

火
事
が
起
き
た
と
き
に
初
期
消
火
が

で
き
る
よ
う
に
、
日
ご
ろ
か
ら
家
庭

や
地
域
、
職
場
で
消
火
活
動
の
訓
練

を
す
る
こ
と
が
大
切

※
最
近
で
は
、
地
震
を
検
知
し
て
自

動
的
に
ガ
ス
や
灯
油
の
供
給
を
止
め

る
器
具
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご

家
庭
の
器
具
が
き
ち
ん
と
動
作
す
る

か
、
定
期
的
に
点
検
・
確
認
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

◆
寒
さ
対
策
へ
の
備
え

　

地
震
に
よ
っ
て
電
気
や
ガ
ス
な
ど
の

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
ス
ト
ッ
プ
し
、
暖

房
器
具
が
使
え
な
く
な
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
の
で
、
防
寒
着
、
毛
布
、

使
い
捨
て
カ
イ
ロ
を
用
意
し
て
お
く

こ
と
も
大
切
。
避
難
が
必
要
と
な
っ

た
場
合
の
道
中
や
そ
の
後
の
避
難
生

活
で
も
必
要
と
な
る
の
で
、
日
ご
ろ

か
ら
の
寒
さ
対
策
が
大
事

◆
問
い
合
わ
せ

　

札
幌
管
区
気
象
台
地
震
火
山
課

　

☎
０
１
１（
６
１
１
）６
１
２
５
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高
齢
者
を
対
象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

に
ご
協
力
を

　
　

町
で
は
65
歳
以
上
で
要
介
護
認
定

（
要
介
護
１
～
５
）
を
受
け
て
い
な

い
方
を
対
象
に「
高
齢
者
実
態
調
査
」

を
実
施
し
ま
す
。
調
査
結
果
は
、
高

齢
者
の
皆
さ
ん
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
た
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ

く
た
め
の
大
切
な
資
料
と
し
て
活
用

し
ま
す
の
で
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

◆
対
象
者

　

65
歳
以
上
で
要
介
護
認
定
（
要
介
護

１
～
５
）
を
受
け
て
い
な
い
方

◆
調
査
期
間

　

２
月
１
日
㈬
～
28
日
㈫

◆
調
査
方
法

　

２
月
上
旬
に
調
査
票
を
郵
送

　

２
月
28
日
ま
で
に
同
封
す
る
封
筒
で

返
送

◆
そ
の
他

　

調
査
結
果
は
「
第
７
期
栗
山
町
高
齢

者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業

計
画
」
策
定
の
た
め
の
基
礎
資
料
と

し
て
活
用

◆
問
い
合
わ
せ

　

町
保
健
福
祉
課
高
齢
者
・
介
護
グ

ル
ー
プ

　

☎
�
７
５
０
７

催
し

　
農
業
委
員
の
定
数
・
選
出
方
法
が
変

わ
り
ま
す
！

◆
農
業
委
員
の
選
出
方
法

･
改
正
前

　

公
職
選
挙
法
に
基
づ
く
選
挙
お
よ
び

指
定
農
業
関
係
団
体
か
ら
の
推
薦
に

よ
り
委
員
を
選
出

･
改
正
後

　

平
成
29
年
７
月
改
選
か
ら
、
全
域
お

よ
び
地
域
の
農
業
者
・
団
体
な
ど
か

ら
の
推
薦
、
公
募
に
よ
り
、
町
長
が

議
会
の
同
意
を
得
て
任
命

◆
委
員
定
数

　

現
状
の
17
人
と
、
新
た
に
利
害
関
係

の
な
い
委
員
１
人
を
加
え
た
18
人

※
委
員
募
集
の
詳
細
は
、
４
月
１
日
よ

り
受
付
開
始
予
定
で
す
の
で
、
次
回

以
降
の
町
広
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

詳
し
く
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

町
農
業
委
員
会
事
務
局

　

☎
�
７
５
１
８

　

冬
の
地
震
災
害
に
備
え
る

　
　

冬
に
地
震
が
起
き
る
と
、
夏
よ
り

被
害
が
大
き
く
な
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
　

冬
は
積
雪
の
影
響
で
家
屋
な
ど
の

倒
壊
や
、
暖
房
器
具
な
ど
の
火
の
使

用
に
よ
り
火
災
が
発
生
し
や
す
い
こ

と
、
自
宅
や
避
難
所
、
車
の
中
な
ど

で
の
寒
さ
対
策
が
必
要
で
す
。

　

石
綿
に
よ
る
疾
病
の
補
償
・
救
済

中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
を
発
症

し
、
そ
れ
が
労
働
者
と
し
て
石
綿
ば

く
露
作
業
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
が

原
因
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
場
合
に

は
、
労
災
保
険
法
に
基
づ
く
各
種
の

労
災
保
険
給
付
や
、
石
綿
救
済
法
に

基
づ
く
特
別
遺
族
給
付
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

中
皮
腫
な
ど
で
亡
く
な
っ
た
方
が

過
去
に
石
綿
業
務
に
従
事
さ
れ
て
い

た
場
合
に
は
、
労
災
保
険
給
付
な
ど

の
支
給
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。詳
し
く
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

北
海
道
労
働
局
労
働
基
準
部
労
災
補

償
課

☎
０
１
１（
７
０
９
）２
３
１
１

く
ら
し

　

危
険
物
取
扱
者
試
験

◆
受
験
資
格

　

乙
種
お
よ
び
丙
種
は
制
限
な
し

◆
試
験
日

　

３
月
25
日
㈯

◆
試
験
場
所
・
種
類

　

札
幌
市

　

乙
種
（
第
４
類
）、
丙
種

◆
試
験
願
書
の
受
付
期
間

　

書
面
申
請　

２
月
17
日
㈮
～
24
日
㈮

　

電
子
申
請　

２
月
14
日
㈫
～
21
日
㈫

◆
受
験
願
書
の
請
求
先
・
問
い
合
わ
せ

　

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署
生
活
安
全
課

☎
�
0
1
5
0

　

消
防
設
備
士
試
験

◆
受
験
資
格

　

乙
種
消
防
設
備
士
は
受
験
資
格
の
制

限
な
し

◆
試
験
日

　

３
月
25
日
㈯

◆
試
験
場
所
及
び
試
験
の
種
類

　

札
幌
市　

　

乙
種
（
第
４
・
６
・
７
類
）

◆
試
験
願
書
の
受
付
期
間

　

書
面
申
請　

２
月
17
日
㈮
～
24
日
㈮

　

電
子
申
請　

２
月
14
日
㈫
～
21
日
㈫

◆
受
験
願
書
の
請
求
先
・
問
い
合
わ
せ

　

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署
生
活
安
全
課

　

☎
�
0
1
5
0　

　

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
を
開
設

　
　
「
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
」
と
は
、
認

知
症
の
方
や
そ
の
家
族
が
互
い
の
情

報
を
交
換
し
合
う
憩
い
の
場
で
す
。

　
　

カ
フ
ェ
を
訪
れ
た
人
た
ち
が
認
知

症
に
関
す
る
悩
み
な
ど
、
豊
富
な
知

識
と
経
験
を
有
す
る
職
員
に
相
談
を

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
　

ど
な
た
で
も
利
用
で
き
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
日
　
　
時　

　

２
月
15
日
㈬　

午
後
1
時
半
～
3
時

◆
場
所
・
問
い
合
わ
せ

　

ガ
ー
デ
ン
ハ
ウ
ス
く
り
や
ま

　

☎
�
２
６
０
０

　

業
務
改
善
助
成
金
の
ご
案
内

　
　

業
務
改
善
助
成
金
は
、中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
の
生
産
性
向
上
を
支

援
し
、
事
業
所
内
で
最
も
低
い
賃
金

（
事
業
場
内
最
低
賃
金
）
の
引
き
上

げ
を
図
る
た
め
の
制
度
で
す
。

　
　

生
産
性
向
上
の
た
め
の
設
備
投
資

な
ど
を
行
い
、
事
業
場
内
最
低
賃
金

を
一
定
額
以
上
引
き
上
げ
た
場
合
、

そ
の
設
備
投
資
な
ど
に
か
か
っ
た
費

用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ　

　

北
海
道
最
低
賃
金
総
合
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー

　

☎
０
１
２
０（
６
７
）３
１
１
０

　

く
ら
し

催
　
し

試
　
験

講
　
習

募
　
集

相
　
談

ご
厚
意

お
め
で
た
お
く
や
み

町税納期限 納税は便利な口座振替
をご利用ください。

納 税 な ど の 相 談 町税務課収納グループ☎ 7 3 - 7 5 0 6町税務課課税グループ　☎ 7 3 - 7 5 0 5課税内容の問い合わせ

全てコンビニで
納付ができます。

介 護 保 険 料　　　　⑧期

後期高齢者医療保険料　　⑧期

国 民 健 康 保 険 税　　　　⑧期 }2 月 28 日（火）

試
験

2
ま ち の i n

f o m a t i o
n

月
February

国 民 年 金
退職（失業）による
　　　　  特例免除制度
　厚生年金に加入していた方が退職（失業）さ

れると、役場で国民年金の加入手続きを行い、

月額 16,260 円（平成 28 年度の金額）の保険料

を納めることになります。

　ただし、保険料を納めることが経済的に困

難な方には、申請によって保険料の納付を免

除される制度があります。

　通常、保険料が免除されるためには、申請

者本人・配偶者・世帯主の方がそれぞれ所得

基準の範囲内である必要がありますが、特例

免除では、審査の対象となる退職をされた方

の所得を除外して審査を行います。特例免除

制度は、退職（失業）した年度と翌年度に限り

利用することができます。

　特例免除を申請される場合は、雇用保険受
給資格者証や雇用保険被保険者離職票などの
公的機関の証明書の写しを添付して、町住民

生活課住民・国保グループで手続きを行って

ください。

【問い合わせ】

町住民生活課住民・国保グループ  ☎ 73-7509

北方領土の日
北方四島の返還
早期の実現を

【問い合わせ】町総務課総務グループ  ☎ 72-1111

２月７日㈫は

2 月 20 日㈪まで役場旧庁舎ロ
ビーに署名コーナーを設置し
ます。

第 14 回
くりやま

ウィンターフェスティバル
ちびっこ広場

▶宝探しゲーム▶ジャンボカルタ大会
▶餅つき大会　▶ジャンボ滑り台
▶クリレンジャーショー
場所：駅前通り商店街イベント広場

11 ： 00 ～
　14 ： 00

２
4

（土）

【問い合わせ】実行委員会（栗山商工会議所）   ☎ 72-1278



　

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

◆
日
時
・
場
所

　

２
月
16
日
㈭　

午
後
２
時
～
４
時

岩
見
沢
保
健
所

（
空
知
総
合
振
興
局
内
）

◆
対
　
　
象

心
に
健
康
問
題
を
抱
え
て
い
る
方
、

精
神
障
が
い
の
あ
る
方
、
そ
の
家
族

◆
相
談
員

精
神
科
嘱
託
医
師
に
よ
る
面
接
相
談

◆
申
込
期
限　
　

　

前
日
の
午
前
中

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

岩
見
沢
保
健
所　

健
康
支
援
係

　

☎
０
１
２
６（
２
０
）０
１
２
2

　

く
り
の
さ
と
へ

【
金
一
封
】

◇
佐
藤　

清
さ
ん
（
湯
地
）

◇
菅
原
愛
子
さ
ん
（
継
立
）

◇
吉
田
ハ
ル
ヱ
さ
ん
（
中
里
）

◇
尾
江
弘
二
さ
ん
（
雨
煙
別
）

【
物　

品
】

◇
カ
イ
ン
ド
ネ
ス
シ
オ
ミ
薬
品
（
松
風
3
）

【
慰　

問
】

◇
松
本
貴
子
さ
ん
（
中
央
4
）

◇
ア
キ
さ
ん
（
千
歳
市
）

◇
ノ
ブ
さ
ん
（
恵
庭
市
）

　

泉
徳
苑
・
一
草
庵
へ

【
物　

品
】

◇
Ｊ
Ａ
そ
ら
ち
南
青
年
部

◇
カ
イ
ン
ド
ネ
ス
シ
オ
ミ
薬
品
（
松
風
3
）

◇
あ
け
ぼ
の
ス
ト
ア
ー
（
角
田
）

◇
コ
コ
カ
ラ
フ
ァ
イ
ン
（
中
央
2
）

◇
エ
ス
ケ
イ
ア
イ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
な
の

花
薬
局
栗
山
店
（
朝
日
2
）

◇
北
海
道
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ

株
式
会
社

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

◇
太
田
欣
仁
さ
ん
（
松
風
2
）

◇
ケ
ー
ナ
の
会

◇
Ｊ
Ａ
そ
ら
ち
南
青
年
部

･
試
験
日
程　

２
月
18
日
㈯

･
受
付
締
切　

２
月
16
日
㈭

･
応
募
資
格　

18
歳
以
上
26
歳
以
下

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部
恵
庭
地

域
事
務
所

　

☎
０
１
２
３（
３
４
）５
４
３
８

　

平
成
29
年
度
公
共
職
業
訓
練
生
募
集

◆
募
集
科
目

　

板
金
科
お
よ
び
電
気
工
事
科

◆
応
募
資
格

　

中
学
校
卒
業
以
上
（
見
込
み
含
む
）

◆
訓
練
期
間　

　

4
月
20
日
㈭
～
平
成
30
年
3
月
14
日
㈬

◆
訓
練
場
所　

　

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
空
知

◆
定
　
　
員　

各
科
10
人

◆
授
業
料　

無
料

◆
入
学
経
費　

5
万
５
千
円

◆
申
込
期
限　

3
月
21
日
㈫

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ　

　

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
空
知　

　

☎
０
１
２
5（
２
４
）１
８
８
0

　

無
料
法
律
相
談

◆
日
時
・
場
所

２
月
17
日
㈮　

午
後
１
時
～
4
時

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」

◆
内

容

札
幌
弁
護
士
会
所
属
弁
護
士
に
よ
る

30
分
程
度
の
法
律
相
談

◆
申
込
方
法　

事
前
に
電
話
で
予
約

◆
相
談
料　

無
料　
（
定
員
6
人
）

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
�
1
3
2
2

　

申
告
・
納
税
相
談
（
個
人
事
業
）

平
成
28
年
分
の
決
算
お
よ
び
申
告

書（
消
費
税
含
む
）の
計
算
や
記
載
方

法
に
つ
い
て
個
別
に
応
じ
ま
す
。

◆
期

間

２
月
1
日
㈬
～
3
月
31
日
㈮
（
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
）

◆
時

間

　

午
前
10
時
～
午
後
3
時

※
3
月
15
日
㈬
お
よ
び
3
月
31
日
㈮
は

正
午
ま
で
で
す
。

◆
場

所　
　

栗
山
商
工
会
議
所

◆
納
付
期
限

・
申
告
所
得
税　

３
月
15
日
㈬

・
消

費

税　

3
月
31
日
㈮

◆
振
替
納
付

・
申
告
所
得
税　

４
月
20
日
㈭

・
消

費

税　

４
月
25
日
㈫

◆
延
納
期
限

・
申
告
所
得
税　

5
月
31
日
㈬

※
振
替
納
税
利
用
者
も
同
日
で
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

栗
山
商
工
会
議
所　

☎
�
１
２
７
８

相
談
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危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習

◆
日
　
　
時

　

3
月
8
日
㈬
～
９
日
㈭

　

午
前
９
時
半
～
午
後
５
時

◆
場
　
　
所

　

北
農
健
保
会
館　

　
（
札
幌
市
中
央
区
北
４
条
西
７
丁
目
）

◆
講
習
科
目

・
危
険
物
に
関
す
る
法
令

・
基
礎
的
な
物
理
学
お
よ
び
化
学

・
危
険
物
の
性
質
並
び
に
そ
の
火
災
予

防
お
よ
び
消
火
の
方
法

・
練
習
問
題

◆
受
付
期
間

　

講
習
日
の
１
週
間
前
ま
で
（
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
）

◆
受
験
願
書
の
請
求
先
・
問
い
合
わ
せ

　

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署
生
活
安
全
課

　

☎
�
0
1
5
0

　
自
然
環
境
に
係
る
専
門
職
員
を
募
集

◆
受
験
資
格　

･
自
然
環
境
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
ま
た

は
昆
虫
な
ど
の
飼
育
業
務
経
験
を
有

す
る
方

･
昭
和
55
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
２
年

４
月
２
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

･
普
通
自
動
車
免
許
が
あ
る
方

･
町
内
に
居
住
が
可
能
な
方

◆
採
用
日
・
人
数

･
４
月
１
日
㈯

･
若
干
名
採
用
予
定

◆
給
与
・
勤
務
条
件
な
ど

○
給
与

･
高
等
学
校
卒　

14
万
６
１
０
０
円
～

･
大

学

卒　

17
万
８
２
０
０
円
～

※
初
任
給
は
経
歴
に
応
じ
て
加
算
さ
れ

　

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
こ
の
他
に
、
住
宅
手
当
や
賞
与
な
ど

　

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

○
勤
務
時
間

　

原
則
と
し
て
午
前
８
時
半
～
午
後　

　

５
時
15
分
（
完
全
週
休
2
日
制
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
試
験
方
法　
　

　

書
類
選
考
、
面
接
試
験

◆
試
験
日　
　

　

２
月
下
旬
ご
ろ（
日
程
は
別
途
通
知
）

◆
申
込
期
限　

　

２
月
17
日
㈮　

午
後
５
時
必
着

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

町
総
務
課
総
務
グ
ル
ー
プ

☎
�
１
１
１
１

　
陸
・
海
・
空
　
自
衛
官
募
集

◆
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）

･
試
験
日
程　

２
月
18
日
㈯
～
19
日
㈰

･
受
付
締
切　

２
月
16
日
㈭

･
応
募
資
格　

18
歳
以
上
26
歳
以
下

◆
自
衛
官
候
補
生
（
女
子
）

募
集

く
ら
し

催
　
し

試
　
験

講
　
習

募
　
集

相
　
談

ご
厚
意

お
め
で
た
お
く
や
み

4/1 ～ 1/15 までの総数
15,695 件

【問い合わせ】町経営企画課　☎ 73-7503

ご厚意ありがとうございます。

198,481,190 円
平成 28 年度  ふるさと応援寄附金

【
12
月
16
日
～
1
月
15
日
届
出
分（
敬
称
略
）】

　

  

氏　

名　

   

齢   

月 

日                        

世
帯
主       

住
所

山
﨑
清
隆 

98 

12/15 
 

中
川
輝
夫

髙
嶌
健
治 

67 

12/19 
 

本
人

志
子
田
文
博 

68 

12/19 
 

本
人

細
川
百
合
子 

83 

12/20 
 

本
人

田
中
　

實 

85 

12/23 
 

本
人

宮
崎
キ
ミ
ヱ 

92 

12/23 
 

本
人

相
原
　

信 

92 

12/27 
 

本
人

日

出

朝
日
３

中

里

南
角
田

中
央
１

富

士

錦

３

朝
日
２

お
く
や
み

荒
川
す
み
子 

68 

12/27 
    

洋

勝
又
　

繁 

86 

12/27 
 

本
人

永
田
義
明 

78 

12/30 
 

本
人

松
本
順
𠮷 

86 

1/1 
 

本
人

藤
𠩤
忠
男 

81 

1/7 
 

本
人

家
村
麗
子 

89 

1/9 
 

本
人

村
中
リ
ヱ 

94 

1/14 
 

良
一

日

出

松
風
２

日

出

朝
日
３

中
央
３

桜
丘
１

　
　
町
へ

【
金
一
封
】

◇
北
海
道
郵
便
局
長
協
会
（
平
田
好
光

理
事
長
）（
札
幌
市
）

　
社
会
福
祉
協
議
会
へ

【
金
一
封
】

◇
片
岡
輝
枝
さ
ん
（
松
風
３
）

◇
田
中
き
み
子
さ
ん
（
中
央
１
）

◇
栗
山
高
等
学
校
生
徒
会

◇
斉
藤
隆
浩
さ
ん
（
共
和
）

ご
厚
意

講
習

　毎月の検針の際、「水道・下水道ご使用のお
知らせ」をポストなどに投函しています。
　「水道・下水道ご使用のお知らせ」には使用
水量、使用料金の他に、メモ欄には使用水量の
増大、減少、漏水の疑いがある場合、町からの
お知らせなどが記載されます。
　毎月の使用水量を確認することで節水や漏水
の早期発見にもつながります。
　「水道・下水道ご使用のお知らせ」は毎月必
ず確認しましょう。

【問い合わせ】

町建設水道課上下水道グループ   ☎ 73-7514

確認していますか？

水道・下水道のお知らせ

【
12
月
16
日
～
1
月
15
日
届
出
分（
敬
称
略
）】

　

  

氏　

名　

   
月 
日                                     
父
母
名　

住
所

千
葉
瑛え

い
と斗 

12/11

菅
野
颯そ

う
た太 

12/22

朝
日
３

大

樹

美

来

お
め
で
た

徳
野
悠ゆ

う
ま真 

12/26

山
形
桃も
も
か香 

1/5

山
形
百ゆ

り

か

合
香 

1/5

小
林
カ
ナ 

1/5

湯

地

松
風
２

桜
丘
２

桜
丘
２

富

士

真

人

由

美
彰

紗
綾
花

智

信

香

奈

智

信

香

奈

元

樹

裕

美

みんなの

水 道

2
ま ち の i n

f o m a t i o
n

月
February



84 チームが集う＊フットサルフェスティバル

雨煙別小学校コカ・コーラ環境ハウスで、小澤紀

美子さん（東京学芸大学名誉教授）の講演会が

行われました。講演のテーマは、「生き方を学ぶ環境

教育とは」。小澤さんは、「自然体験は言葉を豊かにし、

想像力を高めてくれます。また、自然の中で体を動

かすことはスポーツでは鍛えられない身体能力の獲

得につながります。お子さんには大いに外遊びをさ

せてください」と呼びかけていました。 （12 月 27 日）

25 広報くりやま   2017. 2 24

小学生による室内サッカー「オオムラサキカップ

第 26 回くりやまフットサルフェスティバル」

が、スポーツセンターを主会場に行われました。道

内屈指の規模を誇る大会で 84 チームが参加。地元か

らはくりやまＦＣが参加し、素早いドリブルやパス

で相手陣営に攻め込む姿に、応援に駆け付けた町民

や父母などから熱い声援が送られていました。　　

　　　　　　　　　　　　　　　（1 月 21 日～ 22 日）

大いに外遊びを＊小澤紀美子先生が講演

昔からの伝統を伝える伝統行事「鏡開き」が、ス

ポーツセンターで行われました。栗山剣道連盟

と栗山剣道スポーツ少年団の合同による開催で、団

員ら 25 人が参加。連盟の長谷忠夫副会長が「礼儀正

しく思いやる気持ちを忘れずに今年 1 年頑張りましょ

う」とあいさつ。その後、長谷副会長と団員の日野

海
か い と

音くん（6 歳）が、約 30 センチの大きな鏡もちに

気合を込めて刀を振り下ろしました。　　（1 月 22 日）

礼儀正しく＊栗山剣道連盟と少年団が鏡開き

「                     」

冬を楽しむ宿泊研修

　

雪
で
遊
び
ふ
る
さ
と
の
自
然
を
楽
し
む

こ
と
や
集
団
行
動
を
通
し
た
交
流
、
チ
ー

ム
で
の
実
践
力
を
体
感
し
て
、
１
泊
２
日

の
冬
の
栗
山
を
満
喫
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
日

時

　

２
月
25
日
㈯
～
26
日
㈰　

　
（
25
日
）
午
前
10
時
集
合

　
（
26
日
）
午
前
11
時
半
解
散

◆
場

所
　

　
雨
煙
別
小
学
校 

コ
カ
・
コ
ー
ラ
環
境
ハ
ウ
ス

◆
内

容　

　

雪
中
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン　

ほ
か

◆
対

象

　

小
学
４
～
６
年
生

◆
持
ち
物

　

上
靴
・
着
替
え
・ 

防
寒
具
・
洗
面
道
具

◆
定
　
　
員　
20
人

◆
参
加
料　
３
０
０
０
円

◆
申
込
締
切
　
２
月
16
日
㈭

◆
申
込
方
法　

　
教
育
委
員
会
備
え
付
け
の
申
込
書
を
提
出

◆
主
催
・
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
１
１
１
７

【問い合わせ】町教育委員会社会教育グループ　☎ 72-1117

版
画
に
み
る
ふ
る
さ
と
の
昔
の
暮
ら
し

　
　
　
　
　
　

牛
田
克
彦
版
画
作
品
巡
回
展

『
冬
な
の
に
短
靴
を
は
く
人

が
出
て
き
た
』

『
木
炭
自
動
車
』

　

元
栗
山
小
学
校
教
頭
の
牛
田
克
彦
さ
ん

が
昭
和
20
～
30
年
代
の
暮
ら
し
を
描
い
た

版
画
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
今
回
の
展
示

作
品
は
昨
年
2
月
に
寄
贈
さ
れ
た
未
公
開

の
作
品
で
す
。

《
巡
回
日
程
》

【
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」】

◆
期
　
間　
２
月
11
日
㈷
～
15
日
㈬

◆
時
　
間　
午
前
９
時
～
午
後
10
時

◆
入
場
料　
無
料

【
南
部
公
民
館
】

◆
期
　
間　
２
月
17
日
㈮
～
21
日
㈫

◆
時
　
間　
午
前
９
時
～
午
後
10
時

※
日
曜
日
は
午
後
５
時
ま
で
で
す
。

◆
入
場
料　
無
料

【
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
】

◆
期
　
間　
２
月
23
日
㈭
～
28
日
㈫

※
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

◆
時
　
間　
午
前
９
時
～
午
後
10
時

※
日
曜
日
は
午
後
５
時
ま
で
で
す
。

◆
入
場
料　
無
料
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町内在住の児童文学者で詩人の友田多喜雄さんの

収蔵品を展示するヤム・ニ・ウシ美術展「楽し

く美しいミティラ画の魅力Ⅳ」が町図書館で開かれ

ました。3 千年前より、ネパール郊外に住む農村の主

婦たちによって今日まで伝承し描きつづけられてき

た民衆絵画「ミティラ画」27 点などが展示されました。

次回は、ルオー版画展「ユビュ」を 4 月 12 日～ 23 日、

町図書館で開催する予定です。　  （1 月 11 日～ 22 日）

魅力あふれる作品の数々＊ヤム・ニ・ウシ美術展
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「地域学校協働活動」推進に係る文部科学大臣表彰
　　　　　　　　　　　＊栗山町「土曜授業推進事業」

　

平
成
28
年
度
「
地
域
学
校

協
働
活
動
」
推
進
に
係
る
文

部
科
学
大
臣
表
彰
が
、
昨
年

12
月
８
日
、
文
部
科
学
省
で

行
わ
れ
、
栗
山
町
の
「
土
曜

授
業
推
進
事
業
」
が
文
部
科

学
省
よ
り
表
彰
状
を
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、「
地
域
学

校
協
働
活
動
」
の
う
ち
、
そ

の
内
容
が
他
の
模
範
と
認
め

ら
れ
る
も
の
に
対
し
、
そ
の

功
績
を
た
た
え
文
部
科
学
大

臣
が
行
う
表
彰
で
、
北
海
道

か
ら
は
本
町
の
他
に
占
冠
村

の
「
占
冠
村
学
校
支
援
地
域

本
部
」、
帯
広
市
の
「
帯
広

第
五
学
校
支
援
地
域
本
部
緑

丘
小
学
校
」
の
３
件
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

●
地
域
学
校
協
働
活
動
と
は

幅
広
い
地
域
住
民
の
参
画

に
よ
り
、
地
域
と
学
校
が

連
携
・
協
働
し
、
地
域
全

体
で
未
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
の
成
長
を
支
え
、
地

域
を
創
生
す
る
活
動

【
具
体
的
な
活
動
】

「
学
校
支
援
活
動
」「
地
域

未
来
塾
」「
放
課
後
子
供

教
室
」「
土
曜
日
の
教
育

活
動
」「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
」

平成 28 年度　栗山町の土曜授業推進事業

◆ねらい
　　土曜日に、子どもたちにこれまで以上に豊かな教育環境を提
　供するため、学校・家庭・地域が連携協力し、役割を分担しな
　がら学校の授業や地域での多様な学習、文化やスポーツ、体験
　活動などを行う。
◆内　容
①角田小学校（平成 26 年度～）年 10 回、具体例：自然体験など
②継立小学校（平成 26 年度～）年 10 回、具体例：陸上教室など
③栗山小学校（平成 28 年度～）年   4 回、具体例：防災教室など

図書館へ
行こう !!

【申込先・問い合わせ】
　町図書館
　☎ 72-6055

●
図
書
館
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
を
配
信
し
て

　
い
ま
す

　

図
書
館
イ
ベ
ン
ト
、
休
館
情
報
、
新
着

　

図
書
案
内
な
ど
、
図
書
館
の
情
報
を
配

　

信
し
て
い
ま
す
。
司
書
イ
チ
オ
シ
の
本

　

の
紹
介
な
ど
、
本
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

　

な
情
報
を
た
く
さ
ん
お
届
け
し
て
い
ま

　

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

登
録
は
無
料
、原
則
と
し
て
月
１
回（
毎

　

月
３
日
ご
ろ
）
配
信
し
て
い
ま
す
。

　

配
信
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
図
書
館
受

　

付
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
お
申
し
込
み

　

く
だ
さ
い
。　

●
新
紙
芝
居
コ
ー
ナ
ー
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル　

　
「
日
本
の
お
は
な
し
」「
大
人
向
け
お
は

　

な
し
」「
行
事
の
お
は
な
し
」
な
ど
、
紙

　

芝
居
を
７
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
に
分
け
て
設

　

置
し
て
い
ま
す
。

　

簡
単
に
探
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

　

っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

　

さ
い
。

18歳以上女性限定 !!

冬の森ハイク

【申込先・問い合わせ】
　雨煙別小学校 コカ・
　コーラ環境ハウス
　☎ 72-1696

　

普
段
入
る
こ
と
の
な
い
冬
の
森
へ
出
か

け
て
み
ま
せ
ん
か
?
越
冬
す
る
生
き
も
の

た
ち
の
痕
跡
を
観
察
し
な
が
ら
雪
の
上
を

ハ
イ
キ
ン
グ
し
ま
す
。
景
色
を
眺
め
な
が

ら
の
ほ
っ
こ
り
お
や
つ
タ
イ
ム
付
き
。

◆
日

時
　

　

３
月
４
日
㈯　

午
後
１
時
～
４
時
半

◆
場

所　
ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山

※
雨
煙
別
小
学
校 

コ
カ
・
コ
ー
ラ
環
境

　

ハ
ウ
ス
集
合
で
す
。

◆
対

象　

18
歳
以
上
の
女
性

◆
持
ち
物

　

タ
オ
ル
、
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク

◆
服

装　

　

ス
キ
ー
ウ
ェ
ア
な
ど
の
防
寒
着
上
下
、

　

丈
の
長
い
ス
ノ
ー
ブ
ー
ツ
や
長
靴
、
厚

　

手
靴
下
や
足
用
カ
イ
ロ
、
帽
子
、
手
袋

◆
申
込
締
切　
３
月
３
日
㈮　

午
後
５
時

◆
定

員　
15
人

◆
参
加
料　
３
０
０
０
円

集
募

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と

社
会
教
育
委
員
を

山

し
ま
す

【
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
】

◆
内
　
　
容
　

　

町
の
社
会
体
育
事
業
の
企
画
・
運
営
を　
　
　

　

行
い
ま
す
。

　

会
議
～
平
日
夜
間
（
８
回
程
度
／
年
）

　

行
事
～
土
日
（
５
回
程
度
／
年
）

《
主
な
予
定
事
業
》

　

歩
け
あ
る
け
運
動
（
５
月
）

　

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
（
６
月
）

　

ス
イ
ミ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル（
８
月
）

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル　
　

　
（
９
月
）

　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
つ
ど
い（
10
月
）

【
社
会
教
育
委
員
】

◆
内
　
　
容　

　

青
少
年
育
成
や
自
然
体
験
教
育
、
高
齢　
　

　

者
へ
の
学
習
な
ど
、
町
の
社
会
教
育
事　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

業
に
関
す
る
計
画
作
り
、
研
究
調
査
な　
　
　
　

　

ど
を
行
い
ま
す
。

　

会
議
～
平
日
夜
間
（
４
回
程
度
／
年
）

◆
募
集
人
数　
１
人

【
共
通
事
項
】

◆
任
　
　
期　

　

４
月
１
日
㈯
か
ら
平
成
31
年
３
月
31
日
㈰

　

ま
で　

◆
報
　
　
酬　

　

会
議
１
回
に
つ
き
４
０
０
０
円

◆
申
込
締
切　
２
月
28
日
㈫

◆
申
込
方
法　

　

教
育
委
員
会
備
え
付
け
の
申
込
書
を
提
出

◆
決
定
方
法　
書
類
お
よ
び
面
接

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ　

　

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
１
１
１
７

学びの活動を応援！町民講座
メンズヨガ講座

　ヨガの呼吸法とポーズで心身を整えます。スト
レス解消や仕事、スポーツのパフォーマンス向上、
けがや生活習慣病の予防にも最適！男性だけのヨ
ガ講座です。
◆日　時　2 月 21 日㈫、28 日㈫、
　　　　　3 月 7 日㈫、14 日㈫、21 日㈫
　　　　　全 5 回　19：00 ～ 20：00
◆場　所　総合福祉センター「しゃるる」
◆講　師　内田　春

は る え
枝さん

◆対　象　18 歳以上の男性
◆持ち物　タオル、ヨガマットまたはバスタオル
◆定　員　10 人
◆受講料　1,000 円

レッツエンジョイ英会話講座
　少しずつ耳に英語を慣らしていき、簡単な英会話
を楽しむ講座です。
◆日　時　2 月 23 日㈭、
　　　　　3 月 2 日㈭、9 日㈭、16 日㈭、23 日㈭
　　　　　全 5 回　19：00 ～ 20：00
◆場　所　総合福祉センター「しゃるる」
◆講　師　キャサリン・マクマーンさん
　　　　　（栗山中ＡＬＴ）
◆対　象　18 歳以上の町民
◆定　員　15 人
◆受講料　1,000 円

【申込先・問い合わせ】町教育委員会社会教育グループ　☎ 72-1117　　　　　　　　　　

町

栗
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人のうごき
人口  12,329  人  （ －15）

平成29年1月1日現在　（　）内は前月比　

男  5,744 人  （ －13）　女  6,585  人  （ －2） 世帯数  5,957  世帯  （ －4 ）

編
集
担
当
者
の

ひ
と
り
ご
と

▼
正
月
か
ら
始
ま
っ
た
全
国
高
校
サ
ッ

カ
ー
選
手
権
大
会
を
テ
レ
ビ
で
見
る
と
、

北
海
道
代
表
校
で
は
昔
、
旭
川
の
中
学

校
で
出
会
っ
た
子
が
中
心
選
手
に
。
優

勝
校
で
は
幼
稚
園
児
の
頃
を
知
る
子
が

大
活
躍
。
知
人
が
成
長
し
て
活
躍
す
る

姿
は
な
ん
だ
か
う
れ
し
く
注
目
し
て
見

て
い
ま
し
た
。
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
カ
ッ
プ

を
見
な
が
ら
、
数
年
後
、
栗
っ
子
が
活

躍
し
て
く
れ
た
ら
す
ご
く
う
れ
し
い
だ

ろ
う
な
あ
と
期
待
が
膨
ら
み
ま
す
。（
北
）

▼
全
町
か
る
た
大
会
の
取
材
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。
今
回
行
わ
れ
た
下
の
句
か

る
た
は
、
読
ま
れ
た
札
に
先
に
触
れ
る

か
ど
う
か
が
重
要
だ
そ
う
で
す
が
、
競

技
か
る
た
で
は
読
ま
れ
た
木
札
を
競
技

場
（
競
技
範
囲
）
の
外
に
飛
ば
し
て
も
、

そ
の
人
の
取
り
に
な
る
そ
う
で
す
。
選

手
た
ち
の
近
く
で
撮
影
し
て
い
た
私
も
、

競
技
が
違
っ
て
い
た
ら
危
う
く
木
札
と

一
緒
に
競
技
場
か
ら
飛
ば
さ
れ
て
い
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。　
　
　
　（
田
畑
）

▼
武
士
が
戦
に
出
る
と
き
に
自
軍
の
兵

達
の
気
持
ち
を
鼓
舞
し
よ
う
と
振
舞
酒

と
し
て
酒
樽
を
割
っ
た
こ
と
に
由
来
す

る
「
鑑
開
き
」。
今
年
も
剣
道
連
盟
と
少

年
団
に
よ
る
「
鏡
開
き
」
が
行
わ
れ
、

子
ど
も
た
ち
は
新
た
な
気
持
ち
で
稽
古

に
励
ん
で
い
ま
し
た
。
鏡
開
き
で
砕
い

た
餅
を
配
っ
た
の
が
「
お
年
玉
」
と
い

う
起
源
が
あ
る
よ
う
で
す
が
、
こ
の
日

は
子
ど
も
た
ち
か
ら
お
年
玉
な
ら
ぬ
元

気
と
や
る
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。（
杉
本
）
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　今回で 27 回目となる「手づくり絵本作家になろう！
講習会」（町図書館主催）が 1 月 10 日と 11 日の 2 日間、
町図書館で行われました。この事業は、絵本づくりを通
して、子どもたちに物を大切にする心を育んでもらうこ
とを目的に毎年、夏休みと冬休みに開催。参加したのは、
6 歳から小学 5 年生までの 9 人で、初日は図書館司書に
教えてもらいながら、画用紙と厚紙を使ってページと表
紙づくりに挑戦。2 日目は、自分たちで考えた物語を色
鉛筆などで描き、世界に 1 冊だけの絵本を作り上げまし
た。最後に、全員で完成した絵本の読み聞かせを行い、
お互いの頑張りに拍手を送りました。初めて参加した角
田小 5 年の原田涼

す ず

花
か

さんは「読み聞かせは緊張したけれ
ど、絵本づくりは楽しかったです」と話してくれました。
今回作った絵本は、3 月 7 日から 19 日まで同館で展示さ
れます。  

小さな絵本作家が誕生 !
　　　  手づくり絵本作家になろう


